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静岡商工会議所報［シング］静
家 康 公 が 育 て た 商 工 業 を 未 来 へ家家 康家家 公 が 育 て た 商 工 業

31歳の家康公は、三方ケ原の戦いで負けた時の自分の情けない姿を

絵師に描かせたのです。その絵を生涯そばに置いて戒めにしたそうです。
いまし

※家康公の生涯を1年間、表紙で紹介します。

たたら なおき 作／絵

平成27年12月1日発行　第69号（毎月1日発行）

静岡商工会議所報［シング］静
来 へ業 を 未

地域企業の経営を広く支援
役議員・優良従業員表彰者
会社役員の相続手続き



くわしくは、お近くの「せいしん」へ
平成27年7月1日現在



駿府静岡
　と
　　私

【第45回】

　

江
戸
時
代
に
は
法
体
系
が
固
ま
り

ま
す
。平
和
で
安
定
し
た
社
会
を
作

る
う
え
で
最
重
要
事
項
で
す
。

　

憲
法
に
あ
た
る
も
の
は「
法
度
」。

「
武
家
諸
法
度
」「
禁
中
並
公
家
諸
法

度
」「
諸
子
法
度
」仏
門
各
宗
派
に
出

し
た「
法
度
」な
ど
。こ
れ
ら
は
原
則

的
に
大
目
付
か
ら
書
状
で
相
手
先
に

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

民
法
に
あ
た
る
も
の
は
公
事
方
。刑

法
に
あ
た
る
も
の
は
吟
味
筋
。幕
府
直

轄
地
に
は
幕
府
法
、各
大
名
領
は
領

主
法（
藩
法
）、幕
府
旗
本
知
行
地
は

地
頭
法
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
裁
判
権
利
を

認
め
て
い
ま
す
が
、実
態
は
す
べ
て
幕

府
法
に
準
ず
る
も
の
で
、全
国
的
な
法

基
準
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
法
は
、

高
札
、触
れ
、達
し
な
ど
の
形
で
、そ
の

都
度
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

膨
大
な
量
の
裁
判
数
に
音
を
上
げ

て
、八
代
吉
宗
の
と
き
に
過
去
の
判
例

が「
公
事
方
御
定
書
」に
集
成
さ
れ
て
、

判
を
行
い
ま
し
た
が
、事
件
の
管
轄
が

輻
輳
し
た
り
、重
要
な
も
の
は
最
高
裁

に
あ
た
る「
評
定
所
」で
審
理
さ
れ
ま

し
た
。評
定
所
に
は
、寺
社
・
勘
定
・
町

奉
行
の
三
奉
行
、目
付
、若
年
寄（
場
合

に
よ
っ
て
は
老
中
）が
出
席
し
て
議
論

を
尽
く
し
て
判
決
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
「
法
度
」は
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、

そ
の
他
の
法
の
運
用
に
は
、裁
判
に
あ

た
る
奉
行
の
裁
量
が
い
ま
よ
り
大
き

か
っ
た
よ
う
で
す
。裁
量
は「
情
け
」と

い
う
意
味
で
の
酌
量
が
多
く
、悪
事
に

対
し
て
は
厳
正
か
つ
公
平
に
行
わ
れ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。

　

亨
保
四
年（
一
七
一
九
）の
一
年
間
の

訴
訟
受
理
件
数
は
四
万
七
千
件
に
達

し
、幕
府
は
そ
の
処
理
に
苦
慮
し
ま
し

た
。日
本
の
裁
判
が
審
理
に
時
間
を
か

け
、特
に
民
事
は
双
方
の
言
い
分
を
よ

く
聞
い
て
調
停
に
努
め
る
た
め
に
処
理

に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
傾
向
は
、現

代
に
も
生
き
て
い
る
伝
統
で
し
ょ
う
。

江
戸
民
法
大
全
が
出
来
ま
し
た
。以

降
こ
の
本
は
江
戸
の
法
制
の
基
本
と

な
り
、幕
末
ま
で
活
用
さ
れ
ま
す
。た

だ
し
、こ
れ
は
一
般
に
公
開
さ
れ
ず
、幕

府
の
内
部
資
料
に
と
ど
ま
って
い
ま
す
。

　

裁
判
を
江
戸
の
例
で
見
て
み
ま
す
。

　

武
士
の
不
行
跡
を
取
り
締
ま
る
の
は

別
体
系
で
、旗
本
は「
目
付
」が
、大
名

は「
大
目
付
」が
審
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
裁
判（
公
事
）は
、民
事
は

原
告
の
訴
訟
を
審
査
し
て
受
理
し
た

場
合
に
審
理
を
行
う
の
に
対
し（
出
入

り
筋
）、刑
事
は
職
権
審
理
主
義
で
告

訴
不
要
で
審
理
に
入
り
ま
し
た（
吟

味
筋
）。

　

出
入
り
筋
は
、「
金
公
事
」（
金
銭・

契
約
関
係
の
訴
訟
）、「
仲
間
ご
と
」（
一

つ
の
仲
間
内
の
利
益
配
分
な
ど
の
訴

訟
）、「
本
公
事
」（
上
記
二
つ
以
外
の
民

事
訴
訟
） 
に
分
か
れ
ま
し
た
。

　

審
理
は
、寺
社
奉
行
、勘
定
奉
行
、町

奉
行
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
門
の
裁

「武家諸法度（草稿）部分」。金地院所蔵。崇伝が起草した自筆の草稿で、元和２年に改訂されたときのもの。武家
諸法度は、将軍の代替わりごとに発布された。

く　

じ　

か
た

く　

じ　

か
た　

お　

さ
だ
め
が
き

ぎ
ん　

み　

す
じ



※詳細は静岡商工会議所ホームページをご覧ください。

　「家康公四百年祭」のファイナルを飾るイベント、家康公生誕祭。この生誕祭のメインイベントとして、家康公の生誕を盛大にお祝い
する提灯行列を開催します。また、今年は、乙川河川敷で天下泰平を
祈る光の祭典<泰平の祈り>の見学も併せて開催いたします。
　是非、多数の方のご参加を募集しております。
日　時：12月26日（土） 午後5時～7時（予定）
行　程：東別院・篭田公園～岡崎公園・龍城神社・乙川河川敷まで
参加費：1,200円（提灯+提灯棒+提灯あかり棒付き）、
　　　　 800円（提灯棒+提灯あかり棒付き）、
　　　　提灯等不要の方は無料
集　合：三河別院、籠田公園（午後4時30分）
申込み・問合せ：家康公生誕祭実行委員会（岡崎活性化本部内） ☎57-0200

または、本所地域振興部 ☎53-6190

家康公生誕祭 提灯行列●泰平の祈り見学  参加者募集

家
康
公
四
百
年
祭
イ
ベ
ン
ト

平
成
27
年
12
月

　
〜
１
月
３
日
㈰

遠
州
の
古
刹

可
睡
斎
と
富
永
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

静
岡
市・フェル
ケ
ー
ル
博
物
館

℡
０
５
４‐

３
５
２‐

８
０
６
０

（
フェル
ケ
ー
ル
博
物
館
）

12
月
１
日
㈫
〜
１
月
24
日
㈰

全
国
学
生
書
写
書
道
公
募
展

静
岡
市・久
能
山
東
照
宮
博
物
館

℡
０
９
０‐

３
８
５
７‐

３
４
０
１

（
実
行
委
員
会
）

12
月
６
日
㈰ 

14
時
30
分

未
来
へ
響
け
！

徳
川
家
康
公
４
０
０
年
記
念

ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
コ
ン
サ
ー
ト

静
岡
市
民
文
化
会
館・中
ホ
ー
ル

℡
０
５
４‐

２
５
３‐

３
９
１
１

（
実
行
委
員
会
）

12
月
11
日
㈮
〜
２
月
８
日
㈬

企
画
展「
宮
家
と
将
軍
家 

聖
地
日
光
」

日
光
市・輪
王
寺・宝
物
殿

℡
０
２
８
８‐

５
４‐

０
５
３
１

（
輪
王
寺
）

12
月
12
日
㈯

Ｊ
Ｏ
Ａ
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
御
所
シ
リ
ー
ズ

東
京
大
会

東
京
都・日
比
谷
音
楽
堂

℡
０
３‐

３
４
６
７‐

４
５
４
８

（
日
本
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
協
会
）

12
月
13
日
㈰ 

15
時
30
分
〜

第
15
回
日
光
音
楽
祭
ｉｎ
東
照
宮

み
ん
な
の
未
来
へfrom

 K
iroro

日
光
市・日
光
東
照
宮・客
殿

℡
０
２
８‐

６
１
１‐

１
７
８
８（
西
野
企
画
）

12
月
13
日
㈰

家
康
サ
ミ
ッ
ト 

三
都
物
語・浜
松
編

「
発
掘
が
語
る
家
康
の
軌
跡
」

浜
松
市・ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松

℡
０
５
３‐

４
５
７‐

２
４
６
６

（
浜
松
市
文
化
財
課
）

12
月
17
日
㈭ 

８
時
〜
13
時

路
線
バ
ス
で
行
く
家
康
公
の
墓
参
り・

御
利
益
イ
ベ
ン
ト

静
岡
市・Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口

℡
０
５
４‐

２
４
８‐
１
５
３
９

（
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
）

12
月
18
日
㈮ 

13
時
〜

徳
川
み
ら
い
学
会

「
東
海
道
と
浮
世
絵
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

静
岡
市
民
文
化
会
館・中
ホ
ー
ル

℡
０
５
４‐

２
８
４‐

９
６
６
０

（
徳
川
み
ら
い
学
会
）

12
月
18
日
㈮ 

19
時
30
分
〜

12
月
19
日
㈯ 

14
時
〜

劇
団
静
岡
県
史

「
徳
川
家
康
公
と
朝
鮮
通
信
使
」

静
岡
市・マ
リ
ナ
ー
ト・小
ホ
ー
ル

℡
０
５
３‐

５
８
１‐

９
８
８
５

（
劇
団
静
岡
県
史
）

12
月
19
日
㈯ 

14
時
〜

連
続
講
座「
静
岡×

徳
川
時
代
」⑦

「
旅
の
人 

十
返
舎
一
九
」

静
岡
市・グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
10
Ｆ

℡
０
５
４‐

２
８
９‐

９
０
０
０

（
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
）

12
月
23
日
㈬
〜
26
日
㈯

家
康
公
生
誕
祭

岡
崎
市・岡
崎
公
園
ほ
か

℡
０
５
６
４‐

５
７‐

０
２
０
０

（
実
行
委
員
会
）

12
月
24
日
㈭ 

18
時
〜
20
時

徳
川
家
康
公
顕
彰
四
百
年
記
念
事
業

浜
松
部
会 

グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ

浜
松
市
福
祉
交
流
ホ
ー
ル

℡
０
５
３‐

４
５
７‐

２
２
９
３

（
浜
松
市
観
光・プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
課
）

12
月
26
日
㈯

臨
時
急
行

「
東
海
道
ト
レ
イ
ン
家
康
号
」

静
岡
駅（
12：55
発
）↓
岡
崎
駅（
14：50
着
）

℡
０
５
０‐

３
７
７
２‐

３
９
１
０

（
Ｊ
Ｒ
東
海
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）

12
月
26
日
㈯

家
康
公
四
百
年
祭

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

岡
崎
ニュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

℡
０
５
６
４‐

２
３‐

６
３
８
４

（
実
行
委
員
会
）

12
月
28
日
㈪ 
14
時
〜

松
平
郷
年
末
も
ち
つ
き
大
会

豊
田
市・松
平
郷
園
地
ま
つ
り
広
場

℡
０
５
６
５‐

５
８‐
１
６
２
９

（
松
平
郷
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
）



静岡支社　静岡営業所　〒420-0851 静岡市葵区黒金町20-8 静岡商工会議所3F　TEL 054-254-8712

※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。
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・創業・起業相談会(静)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)

・情報化セミナー(清)　・静岡経営塾公開講座(清)

・ビジネス実務法務検定試験　・全国そろばんコンクール(静)

・珠算・暗算段位認定試験申込受付(～1/8)

・クレイジー・フォー・ユー(～12/9 静岡市民文化会館)

　

・環境社会<eco>検定試験

・税務相談会(清)　・創業・起業相談会(静)　・法律相談会(清)

・しずおか“おまち”サンタフェスティバル2015（静岡中心市街地）

・ビジネスマネジャー検定試験

・許認可・著作権相談会(静)

・発明・特許相談会(静)　・金融部会経済講演会(静)

・IT・情報化相談会(清)

・法律相談会(静)　・駿府城を愛する会 奈良視察会(元興寺他)

・税務相談会(静)

・家康公四百年祭エンディングセレモニー(岡崎市)

・マル経資金説明相談会(静・清)
・港湾・交通運輸部会視察会(東名建設現場他)

・クリスマスフェスタ2015(～12/13 ツインメッセ静岡)
・清水産業・情報プラザ創業者フェア2015(清)

・税務相談会(静)　・生活関連サービス部会視察会(東京都世田谷区他)
・フィリピン投資セミナー(ホテルセンチュリー静岡)

・法律相談会(静)　・年末調整説明会(清)
・常議員会・議員懇談会(静)

・IT・情報化相談会(静・清)　・創業相談会(清)
・マル経資金説明相談会(静・清)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)
・融資相談会(静)
・税務相談会(静)
・徳川みらい学会第5回講演会・作文コンクール表彰式(静岡市民文化会館)

・健康相談(静)　・司法書士相談会(静)
・融資相談会(清)　・労務・特許相談会(清)

・許認可・著作権相談会(静)
・リテールマーケティング検定試験申込受付(～1/18)

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

静岡商工会議所  最高顧問  德川恒孝氏

特集：金融部会
地域企業の経営を広く支援
官民連携で地域経済を支える次世代を支援　田形和幸氏
中小企業の経営を幅広く支援　日本政策金融公庫静岡支店
あらゆる経営相談に対応します　静岡県よろず支援拠点
静岡県よろず支援拠点の取組事例

厳正、公平な江戸時代の裁判

役議員・優良従業員表彰者名簿

東京からこんにちは
㈱地圏環境テクノロジー
代表取締役社長
西岡 哲さん

わが社自慢の商品・サービス
クリスマスケーキ、清水産業・
情報プラザ入居者、他
しごとなでしこ
渡邉留美さん
静岡の未来
赤池剛直さん

しずおか味な店
新日本料理 摩天楼

新会員ご紹介
8月ご入会事業所

オーレ！エスパルス！
本田拓也選手
明治安田生命保険（相）静岡支社

徳川みらい学会
徳川時代の人々が見た星空

誌上経営相談
会社役員の相続手続き

家康公四百年祭

12 月イベント、家康公生誕祭

写真で見る静岡商工会議所の動き
10月の商工会議所事業

今年度の表紙は、家康公の生涯を、たたらなおきさん
が描きます。
元亀３年（1572）12月22日、二万五千の大軍を率い
る武田信玄は、浜松城主の家康公を城の西北にある三
方ヶ原台地におびき出し、家康公八千、信長からの援
軍三千の兵と戦いました。家康公は大敗し、八千の家
臣のうち八百を失いました。
家康公は、自分の身代りになって何人もの家臣が武田
軍に殺されていくのを見て、あらためて家臣の大切さ
に気づき、「家臣こそわが宝」と思うようになりました。
命からがら浜松城に逃げ帰った家康公は、絵師を呼ん
で、自分のみじめな姿を描かせ、この絵を小さな巻物に
して座右に置き、常に気を引き締めていたと伝えられ
ています。憔悴しきった壮年の家康公の表情が描かれ
ており、顔を顰めた姿から「顰（しかみ）像」とも呼ば
れ、現在は徳川美術館に所蔵されています。
たたらなおきさんは静岡市生まれの造形作家。
静岡市葵区千代田５丁目7-25-10
TEL054-245-0049

表紙／家康公物語③みじめな姿のしかみ像



地
域
企
業
の
経
営
を
広
く
支
援

静
岡
商
工
会
工
会
議
所
の
金
融
部
会
は

部
会
は
、金
融

は
、金
融
業(

ク
レ
ジ
ッ
ト

証
会
社
、ク
レ
ジ

銀
行
、信
用
金
庫
、保
証
会
社
、ク

)

業

、保
険険
業((

生
命
保
険
、損
害
保
険

生

)

、

証
券
業
、リ
ー
ス
業
な

ス
業
な
ど
３
４
３
事
業
所
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

所
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

今
回
は「
地
域
企
業
の
経
営
を
幅
広
く
支
援
」を
テ
ー
マ
に
、
域
企
業
の
経
営
者
を
育
む
支
援
体
制
に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

経
営
を
幅
広
く
支
援
」を
テ
ー
マ
に
、地
域
企
業
の
経
営
者
を
育

　

平
成
27
年
10
月
、安
倍
総
理
大
臣
よ
り
、

「 

一 

億
総
活
躍
社
会
」と
し
て
、「
希
望
を
生

み
出
す
強
い
経
済
」、「
夢
を
紡
ぐ
子
育
て
支

援
」、「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」の
３
項

目
か
ら
な
る【
新
た
な
三
本
の
矢
】が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
経
済
政
策
に
向
け
た
期
待
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、わ
が
国
の
景
気
は
、第
２
次

安
倍
政
権
発
足
に
伴
い
掲
げ
ら
れ
た 

一 

連
の

経
済
政
策
、所
謂『
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
』に
よ
る
放

た
れ
た「
三
本
の
矢
」に
よ
る
円
安
、株
高
等

一 

定
の
効
果
も
あ
り
、緩
や
か
な
回
復
基
調

厳
し
い
経
営
環
境
か
ら

抜
け
き
れ
な
い
地
域
経
済

金
融
部
会　

部
会
長

し
ず
お
か
信
用
金
庫　

理
事
長

田
形
和
幸

官
民
連
携
で

地
域
経
済
を
支
え
る

次
世
代
を
支
援

　
「
静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」も
、そ
の
理

念
を
具
現
化
し
た
施
策
で
す
。様
々
な
経
験

を
積
み
、資
格
を
有
し
た「
よ
ろ
ず
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を
、専
門
家
と
し
て
常
時
配

あ
ら
ゆ
る
経
営
者
を
育
む

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実

　

依
然
回
復
途
上
と
い
え
る
経
済
状
況
と

事
業
所
数
減
少
に
よ
る

経
済
縮
小
へ
の
施
策
を
展
開

金融部会
特集

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、最
近
で
は
、新
興
国
経

済
の
減
速
等
の
影
響
も
あ
り
、そ
の
動
き
に

は
鈍
化
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、私
共
が
拠

点
と
す
る
静
岡
県
を
含
め
、地
方
、さ
ら
に

中
小
零
細
企
業
に
お
い
て
は
、未
だ
そ
の
恩

恵
を
十
分
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、伸
び

悩
む
個
人
消
費
や
、人
材
確
保
に
伴
う
人
件

費
等
コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
収
益
圧
迫
要
因
も

重
な
り
、厳
し
い
経
営
環
境
か
ら
抜
け
き
れ

な
い
状
況
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

と
も
に
、「
人
口
減
少
」も
大
き
な
問
題
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
中
、今
年
度
は「
地
方
創
生

元
年
」と
位
置
付
け
ら
れ
、「
地
方
」と
し
て
、

そ
れ
ら
問
題
に
真
正
面
か
ら
取
組
む
た
め
、

官
民
が
協
力
し
た
様
々
な
取
組
み
に
注
目

が
集
ま
って
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
人
口
減
少
」と
と
も
に
、「
事
業

所
数
減
少
」に
よ
る
経
済
地
盤
の
縮
小
が
、

地
方
経
済
に
と
っ
て
由
々
し
き
事
態
と
の
認

識
か
ら
、力
強
い
発
信
力
に
基
づ
く
経
済
の

下
支
え
に
寄
与
す
べ
く
、各
関
連
団
体
な
ら

び
に
地
域
金
融
機
関
も
、独
自
支
援
策
の
実

行
と
並
行
し
、自
治
体
が
主
導
す
る
施
策
へ

の
積
極
的
な
連
携
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

置
し
て
お
り
、各
企
業
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
た
き
め
細
か
な
相
談
支
援
体
制
の

充
実
強
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
起
業
マ
イ
ン
ド
の
向
上
、

さ
ら
に
経
営
相
談
等
、あ
ら
ゆ
る
経
営
者
を

育
む
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、事
業
所
数
が
増
加
に
転
じ
る
こ
と
は
、

地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
大
き
な
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
と
考
え
ま
す
。

　

金
融
部
会
と
し
ま
し
て
も
、地
元
中
小
企

業
者
お
よ
び
、こ
れ
か
ら
地
域
経
済
を
支
え

る
次
世
代
に
向
け
た
支
援
体
制
を
強
化
し
、

創
業
、事
業
承
継
、販
路
拡
大
等
課
題
の
解

決
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
い
、

官
公
庁
、地
域
金
融
機
関
、お
よ
び
専
門
的

知
識
を
有
す
る
各
団
体
と
連
携
を
強
め
る

こ
と
で
、中
小
企
業
の
皆
様
の
お
役
に
た
て

る
よ
う
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。



金融部会特集 地域企業の経営を広く支援

　

日
本
政
策
金
融
公
庫（
以
下「
日
本
公

庫
」）は
平
成
20
年
10
月
に
国
民
生
活
金
融

公
庫
、農
林
漁
業
金
融
公
庫
、中
小
企
業
金

融
公
庫
が
統
合
し
て
発
足
し
た
１
０
０
％
政

府
出
資
の
政
策
金
融
機
関
で
す
。

　

国
の
政
策
の
も
と
、国
民 

一 

般
、中
小
企

業
者
及
び
農
林
水
産
業
を
営
む
幅
広
い
方
々

の
経
営
発
展
を
支
援
し
て
お
り
、東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
支
援
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

機
能
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、創
業・新
事

業
、事
業
再
生
な
ど
成
長
戦
略
分
野
へ
の
支

援
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た「
地
方
創
生
」の
観
点
か
ら
、地
域
の

課
題
解
決
に
向
け
て
の
地
方
公
共
団
体
の

取
組
に
対
し
、民
間
金
融
機
関
等
と
連
携
し

て
支
援
を
行
って
い
ま
す
。

政
策
に
基
づ
く
幅
広
い
支
援
体
制

小小
規
模
事
業
者
へ
者
へ
の
新
の
新
た
な
た
な
支
援
体
制

　

創
業
企
業
は
、営
業
実
績
が
乏
し
い
な
ど

か
ら
資
金
調
達
が
困
難
な
場
合
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、な
か
で
も
女
性・若
者
起
業

家
、Ｕ
タ
ー
ン
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
融
資

制
度
を
拡
充
す
る
等
、積
極
的
な
融
資
を

行
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、静
岡
市
、静
岡
商
工
会
議
所
、金

融
機
関
等
13
機
関
と
一
体
支
援
を
目
的
と

し
た「
静
岡
市
創
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の

構
築
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、高
齢
者
や
障
が
い
者
の
介
護・福

祉
、子
育
て
支
援
等
、地
域
や
社
会
の
課
題

解
決
に
取
組
む
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
へ
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

９
月
に
は
日
本
公
庫
、静
岡
県
保
証
協

会
、ふ
じ
の
く
に
未
来
財
団
と
の
間
で「
ふ
じ

の
く
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
構
築

し
、相
談
体
制
を
一層
整
備
し
ま
し
た
。

　

商
工
会・商
工
会
議
所
と
は
、マ
ル
経
融
資

を
通
し
た
連
携
の
ほ
か
、定
例
相
談
会
や
一

日
公
庫（
公
庫
職
員
と
の
相
談
会
）、創
業・

経
営
革
新
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
共
同
開
催
を

行
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
本
税
理
士
会
連
合
会
、日
本
弁

護
士
連
合
会
な
ど
の
専
門
機
関
と
も
連
携

各
種
団
体
と
連
携
し
、

相
談
機
能
と
融
資
機
能
を
発
揮

地
域域
の
創
の
創
業
等
業
等
を
支
援
し
、
し
、

雇
用用
をを
創
出出出

　

昨
年
、法
律
が
改
正
さ
れ
、小
規
模
事
業

者
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
、国
の
認
定
を
受

日
本
政
策
金
融
公
庫

静
岡
支
店

中
小
企
業
の
経
営
を
幅
広
く
支
援

〜
相
談
事
例
と
支
援
体
制
〜

し
、勉
強
会
や
セ
ミ
ナ
ー
講
師
の
派
遣
、無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

け
た
商
工
会・商
工
会
議
所
が
事
業
計
画
の

策
定
や
継
続
的
な
伴
走
型
支
援
を
行
う

「
小
規
模
事
業
者
経
営
発
達
支
援
資
金
」が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、商
工
会・商
工

会
議
所
と
日
本
公
庫
が 

一 

体
と
な
って
持
続

的
に
支
援
し
て
い
く
制
度
で
す
。

　

静
岡
商
工
会
議
所
が
推
薦
し
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
造
業
者
Ｓ
社
に
、日
本
公
庫
が
融

資
を
実
行
、既
存
の
生
産
ラ
イ
ン
を
更
新
す

る
こ
と
で
、生
産
効
率
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。Ｓ
社
は
、技
術
力
は
あ
る
も
の

の
、明
確
な
事
業
計
画
が
描
け
な
い
中
、需
要

を
見
据
え
た
事
業
計
画
の
策
定・実
施
、情

報
の
収
集・提
供
を
商
工
会
議
所
が
継
続
的

　

日
本
公
庫
は
、相
談・融
資
機
能
だ
け
で

な
く
、様
々
な
経
営
課
題
の
解
決
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
商
談
会・セ
ミ
ナ
ー
等
の

開
催
や
、お
客
様
同
士
の
お
引
き
合
わ
せ
、ビ

ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、販
売
先

や
仕
入
先
の
確
保
等
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

広
げ
る
た
め
の「
場
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
全
国
の
マッ
チ
ン
グ
件
数
は
、２
９

１
０
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、全
国
１
５
２
の
支
店
網
を
活
用
し
て
政
策

金
融
機
能
の
発
揮
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
庫
の
総
合
力
を
発
揮
し
た
サ
ー
ビ
ス

創業企業（創業前及び創業後１年以内）への融資実績（企業数）の推移

【雇用創出効果】
２６，０１０ 企業 × 平均従業者数 ４．０人（注）＝ １０４，０４０ 人
（注）日本公庫「新規開業実態調査」（２０１４年度）による創業時点での平均従業者数です。

に
行
う
こ
と
で
、事
業
拡
大
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
う
え

で
、中
小
企
業
者
の
事
業
承
継
も
大
き
な
課

題
で
す
。技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
な
が
ら
も

後
継
者
が
い
な
い
た
め
に
、廃
業
の
道
を
選
ぶ

事
業
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

70
年
近
く
乾
物
業
を
営
ん
で
い
る
Ｋ
さ
ん

は
、静
岡
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
を

通
じ
、公
募
に
よ
り
後
継
者
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、店
舗
改
装
費
を
日
本
公
庫
が
融

資
し
ま
し
た
。

　

日
本
公
庫
は
、後
継
者
が
い
な
い
た
め
に

事
業
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
事
業
者

に
対
し
て
、事
業
承
継
の
融
資
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。親
族
外
の
承
継
や
個
人
事
業
主

の
事
業
承
継
を
含
め
、幅
広
い
資
金
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、専
門
機
関
と
連
携
し

て
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
承
継
を
目
指
し
ま
す
。

〈連絡先〉日本政策金融公庫 静岡支店 国民生活事業 TEL.054-254-4411 https://www.jfc.go.jp



　
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」は
、国
が
全
国
に
設

置
す
る
経
営
相
談
所
で
す
。中
小
企
業・小

規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
売
上
拡
大
、経
営

改
善
な
ど
経
営
上
の
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に
対

応
し
ま
す
。各
県
に
１
ヶ
所
ず
つ
設
置
さ
れ

て
お
り
、静
岡
県
で
は
静
岡
商
工
会
議
所
に

昨
年
６
月
に
設
置
し
、県
全
域
を
対
象
に
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
相
談
内
容
と
し
て
は
、売
上
拡

大・販
売
促
進・販
路
紹
介
等
に
関
連
し
た

も
の
が
約
３
割
と一番
多
く
、そ
れ
以
外
で
は

経
営
改
善
・
資
金
繰
り
、創
業
相
談
、広
報

戦
略
、も
の
づ
く
り
関
係
、Ｉ
Ｔ
活
用
相
談
、

デ
ザ
イ
ン
、地
域
資
源
活
用
、廃
業
相
談
な

ど
、正
に
名
称
の
通
り
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、

現
在
10
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
幅
広
の
相
談
対
応

を
行
って
い
ま
す
。

　

支
援
の
枠
組
み
と
し
て
は
、左
記
の
３
つ
の

パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

①
総
合
的･

先
進
的
ア
ド
バ
イ
ス

　

中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
の
幅
広
の
経

営
課
題
を
聴
取・分
析
し
、一定
の
解
決
策
を

提
示
し
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
実
施
し
ま
す
。

　

例
：
売
上
拡
大(

新
規
顧
客
獲
得
や
海
外

進
出
等)

、再
生・経
営
改
善
、現
場
改
善(

生

産
性
向
上)

な
ど

　

ま
た
、静
岡
県
に
は
製

造
業
に
関
連
し
た
ニ
ー
ズ

も
多
く
、現
場
改
善
等
に

つ
い
て
も
よ
ろ
ず
の
専
門

家
が
工
場
診
断
を
行
い
、

工
場
改
善
に
結
び
つ
け
た

事
案
等
が
あ
り
ま
す
。

規
模
や
業
種
等
で
、よ
ろ

ず
支
援
の
無
料
対
応
の

範
疇
に
入
ら
な
い
も
の
に

静
岡
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

売
上
拡
大
、現
場
改
善
、創
業
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
経
営
相
談
に
対
応
し
ま
す

国国
が
全
国
に
設設
置
す
置

る
経
営
相
談
所

　

よ
ろ
ず
支
援
の
機
能
だ
け
で
は
十
分
対

応
で
き
な
い
と
判
断
し
た
事
案
に
つい
て
は
、

左
記
イ
メ
ー
ジ
図
の
よ
う
に
関
係
支
援
機
関

と
連
携
し
て
対
応
し
て
お
り
、〝
よ
ろ
ず
〞の

名
の
通
り
、あ
ら
ゆ
る
経
営
相
談
に
対
応
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
一 

例
を
挙
げ
ま
す
と
、販
売
拡
大
の
関
係

で
は
従
来
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た「
梅
」を

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
構

築
し
、地
域
の
特
産
品
と

し
て
デ
パ
ー
ト
や
小
売
店

で
の
販
売
に
結
び
つ
け
た

事
案
等
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
案
に
つ
い
て
は
、さ

ら
に
梅
を
活
用
し
た
お

粥
を
開
発
し
、朝
食
の
廃

止
で
困
っ
て
い
た
ホ
テ
ル
へ

の
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
に

結
び
つ
け
る
な
ど
、発
展

し
て
い
ま
す
。

支
援
機
関
と
連
携
し
販
路
拡
大

関
係
支
援

②
支
援
チ
ー
ム
等
編
成
支
援

　

中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
の
個
別
の
課

題
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
チ
ー
ム
を
編
成

し
、支
援
機

関
、公
的
機

関
、企
業
Ｏ

Ｂ
等
の「
支

援
専
門
家
」

や
、大
学
等

と
連
携
し
、

支
援
を
行
い

ま
す
。

　

例
：
企
業

が
抱
え
る
複

数
の
経
営
課

題
に
対
し
、

適
切
な
支
援

が
で
き
る
機

関
・
専
門
家

に
よ
る
支
援

チ
ー
ム
編
成

を
主
導
な
ど

③
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

　

支
援
機
関
等
と
の
接
点
が
無
く
、相
談
先

に
悩
む
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
の
相
談

窓
口
と
し
て
、広
く
相
談
に
応
じ
ま
す
。相

談
内
容
に
応
じ
て
、支
援
機
関・専
門
家
を
紹

介
す
る
等
、適
切
な
支
援
者
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

断
し
、

工
場
を
診
断

工

へ

現
場
改
善
へ

つい
て
も
、中
小
機
構
等
と
連
携
し
て
、 一 

部

は
自
費
負
担
と
な
り
ま
す
が
、工
場
改
善
を

行
って
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
も
２
年
目
を
迎
え
、県

の
東・西
部
地
区
へ
も
支
援
の
手
を
拡
げ
る
べ

く
、サ
テ
ラ
イ
ト
機
能
の
強
化
、専
門
家
の
増

員
を
図
っ
て
お
り
、全
県
で
の
相
談
機
能
向

上
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ぜ
ひ
静
岡

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
ご
相
談
下
さ
い
。

静岡県よろず支援拠点　スタッフ
コーディネーター

サブ・コーディネーター

塚本晃弘
秋田満彦
竹島寿夫
齊藤直也
杉山浩之
溝口佳菜子
加藤裕子
鈴木宣二
山堀圭太郎
竹原康博

常勤
常勤・主に県西部地区担当
常勤・主に県中部地区担当
常勤・主に県東部地区担当
非常勤・販売促進、マーケティング
非常勤・販売促進、広告制作、Web通販
非常勤・ＩＴ化支援、創業・経営支援
非常勤・新技術開発、経営・工場診断
非常勤･販路拡大、ブランディング戦略
非常勤･経営革新・労務管理

支援体制のイメージ図

中小企業・小規模事業者の方

相談 ①
総合的・
先進的な
アドバイス

連
携

経
済
産
業
局

中小機構
全国本部

財
務
局

連携
関
係
省
庁

連携連携

支
援
等

支
援

相
談②

支援チーム等を
編成しての
支援

支援チームに参画

③適切な機関
　につなぐ

資金繰り
販路開拓
海外展開
経営改善
現場改善 など

静岡県商工会議所連合会（商工会議所　１５）

専門分野に特化した中小企業支援組織

静岡県中小企業再生支援協議会

静岡県経営改善支援センター

静岡県事業引継ぎ支援センター

B･NEST､SOHOしずおか、ほか など

静岡県商工会連合会（商工会　３８）
静岡県中小企業団体中央会

公的支援機関（ＪＥＴＲＯ等）
大企業、企業ＯＢ、大学　等

国、自治体等（支援施策の活用等）

静岡県産業振興財団
認定支援機関（地域金融機関、税理士、診断士等）

静岡県よろず支援拠点

〈連絡先〉静岡県よろず支援拠点 TEL.054-253-5117 http://www.shizuoka-cci.or.jp/yorozu



　

㈲
ヤ
マ
カ
水
産
の
小
松
寛
専
務
は
、伝
統

産
業
で
あ
る
干
物
産
業
を
根
本
か
ら
ひ
っ
く

り
返
す
よ
う
な
こ
と
を
仕
掛
け
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
、フ
ラ
ン
ス
料
理
の
シ
ェフ
と
手

を
組
み
、今
ま
で
に
な
い
干
物
を
開
発
し
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

事
業
化
に
む
け
て
は
、取
引
先
な
ど
へ
の

信
頼
性
確
保
の
た
め
、経
営
革
新
計
画
の
取

得
を
目
指
す
中
で
、計
画
づ
く
り
を
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
に
相
談
し
ま
し
た
。

　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、増
井
シ
ェフ
と
商

　

役
割
分
担
を
明
確
化
し
た
重
層
的
な

チ
ー
ム
支
援
が
奏
功
し
、地
域
密
着
ビ
ジ
ネ

ス
新
事
業
の
助
成
金
獲
得
に
成
功
し
ま
し

た
。

　

経
営
革
新
計
画
も
承
認
さ
れ
、取
引
先
や

金
融
機
関
な
ど
対
外
的
な
視
点
で
の
信
頼

度
が
向
上
し
、今
後
の
事
業
展
開
の
足
が
か

り
が
掴
め
ま
し
た
。

　

増
井
シ
ェフ
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
新
商
品

開
発
が
成
功
し
、「
パ
ン
に
も
合
う
干
物
」と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド「
ペッ
シ
ュ
ー
ル
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
６
月
22
日
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

を
実
施
。新
商
品
販
売
の
当
日
は
、地
方
紙

と
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
局
数
社
の
取
材
が
あ
り
、

日
経
Ｍ
Ｊ
に
も
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、順
調
な

滑
り
出
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

丸
子
地
区
は
千
年
以
上
の
歴
史
あ
る
梅

の
名
所
で
す
が
、梅
の
実
は
ほ
と
ん
ど
活
用

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、丸
子
特

産
の
梅
干
し
の
商
品
化
を
検
討
し
、ブ
ラ
ン

ド
戦
略
と
販
路
開
拓
に
つ
い
て
、よ
ろ
ず
支

援
拠
点
に
相
談
し
ま
し
た
。

　

丸
子
の
梅
の
ブ
ラ
ン
ド
名
は「
ま
り
こ
ひ

め
」に
決
定
し
、静
岡
発
明
協
会
を
通
じ
て

商
標
登
録
を
申
請
。「
土
蔵
で
熟
成
さ
せ
た

丸
子
の
梅
干
し
の
開
発
」に
つ
い
て
も
経
営

革
新
計
画
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
完
成
し
た
梅
干
し
は
、「
蔵
育

ち
赤
梅
物
語
」と
し
て
、静
岡
市
内
の
百
貨

店
で
歳
暮
用
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
た
こ

と
を
皮
切
り
に
、年
間
を
通
じ
て
販
売
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、静
岡
県
内

有
名
小
売
店
か
ら
、観
光
客
の
土
産
用
と
し

て
の
引
き
合
い
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

㈲
ヤ
マ
カ
水
産

（
沼
津
市
）

静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
取
組
事
例
②

干
物
と
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
の
コ
ラ
ボ
商
品

「
ペッ
シ
ュ
ー
ル
」
を
開
発

㈲
し
ら
い
酒
店

（
静
岡
市
）

静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
取
組
事
例
①

歴
史
あ
る
丸
子
の
梅
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

新
た
な
梅
干
し
を
開
発

金融部会特集 地域企業の経営を広く支援

高
級
干
物
に
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

複
数
の
支
援
機
関
の
協
力
と
助
成
金
確
保

新
商
品
開
発
の
成
功
と
新
商
品
の
Ｐ
Ｒ

支
援
の
役
割
分
担
と
計
画
作
成
へ
の
助
言

丸
子
特
産
の
梅
干
し
の
商
品
化
を
検
討

　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、白
井
照
之
社
長
の

「
地
域
活
性
化
へ
の
思
い
」と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
事
業
推
進
の
強
み
と
な
り
、実
現
性
が

高
い
と
認
識
し
た
う
え
で
、地
元
住
民
の
協

力
確
認
、製
法
の
確
立
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
、販
路
開
拓
が
、主
な
課
題

で
あ
る
と
整
理
し
ま
し
た
。

地
域
の
協
力
、製
法
の
確
立
な
ど
が
課
題

　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、各
課
題
解
決
に
む

け
て
、商
品
化
と
販
路
開
拓
に
精
通
し
た
専

門
家
に
よ
る
支
援
体
制
を
組
み
ま
し
た
。

専
門
家
の
支
援
に
よ
り
、梅
提
供
者・梅
干

し
製
造
者
と
し
て
の
地
元
住
民
を
含
め
た

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、協
力
し
な
が
ら
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
練
り
上
げ
、ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー

ム
も
検
討
し
ま
し
た
。

　

商
品
の
販
路
開
拓
に
つい
て
は
、百
貨
店
バ

商
品
化
と
販
路
開
拓
の
専
門
家
を
手
配

百
貨
店
の
歳
暮
用
商
品
、土
産
品
に
採
用

　

第
二
弾
と
し
て
、調
理
人
の
退
職
に
よ
り
朝

食
提
供
が
停
止
状
態
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
と
の

マッ
チ
ン
グ
を
計
画
。丸
子
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体「
丸
子
わ
い
わ
い
会
議
」を
母
体
に
、丸

子
の
米
、井
戸
水
、梅
干
し
、野
菜
を
使
い
、地

域
の
祭
り
で
提
供
し
て
い
た「
お
粥
」を
朝
食

に
提
供
。テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
等
も
地
元
の
染
色

作
家
の
指
導
で
制
作
。好
評
を
得
て
い
ま
す
。

丸
子
の「
お
粥
」を
ホ
テ
ル
朝
食
に
提
供

　

新
商
品
の
具
体
化
に
む
け
て
は
、フ
ラ
ン

ス・シ
ュバ
リ
エ
勲
章
を
受
章
し
た
増
井
シェフ

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
り
、順
調
に
進
む
見
込

み
で
し
た
。

　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、経
営
革
新
計
画
の

認
定
に
む
け
て
、複
数
の
支
援
機
関
が
協
力

し
な
が
ら
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
必

要
と
判
断
し
、全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
支
援
体
制
づ
く
り
を
課
題
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、事
業
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
負
担
低

減
に
む
け
て
、資
金
支
援
を
享
受
で
き
る
施

策
の
活
用
を
課
題
と
し
ま
し
た
。

イ
ヤ
ー
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、土
蔵
を
用
い
て
梅
干
し
を
熟
成
さ

せ
る
製
法
の
新
規
性
に
着
目
し
、経
営
革
新

計
画
を
申
請
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

工
会
議
所
が 

一 

体
と
な
っ
た
支
援
チ
ー
ム
の

編
成
を
提
言
し
、増
井
シ
ェフ
に
は
商
品
開

発
支
援
を
、商
工
会
議
所
に
は
計
画
書
作
成

の
フ
ォ
ロ
ー
を
依
頼
。

　

さ
ら
に
経
営
革
新
計
画
づ
く
り
に
つ
い
て

助
言
す
る
と
と
も
に
、静
岡
県
産
業
振
興
財

団
の
地
域
密
着
ビ
ジ
ネ
ス
新
事
業
の
助
成
金

獲
得
を
提
案
し
、そ
の
計
画
書
の
作
成
に
助

言
し
ま
し
た
。



【
叙　
　

勲
】

旭
日
双
光
章

商
工
振
興
委
員　

㈱
か
わ
に
し

川
西　

啓
弘

瑞
宝
単
光
章

会
員　

鈴
幸
硝
子
店

菊
池　

康
生

【
国
家
褒
章
】

黄
綬
褒
章

会
員　

ユ
ニ
テ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

鈴
木
佐
太
郎

【
国
土
交
通
大
臣
表
彰
】

副
会
頭　

静
岡
鉄
道
㈱

酒
井　

公
夫

黄
綬
褒
章

元
常
議
員　

ア
オ
キ
ト
ラ
ン
ス
㈱望

月　
　

薫

　

11
月
26
日
、静
岡
商
工
会
議
所
の『
平
成
27
年
度
表
彰
式
』を
静
岡
事
務
所
５
階
ホ
ー

ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

在
任
20
年
に
達
し
た
役
議
員
や
10
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
商
工
振
興

委
員
、会
員
企
業
の
特
別
功
労
者
や
勤
続
５
年
以
上
35
年
ま
で
の
５
年
毎
の
優
良
従
業

員
な
ど
、次
の
２
８
０
名
の
方
々
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

11
月
26
日
、静
岡
商
工
会
議
所
の『
平
成
27
年
度
表
彰
式
』を
静
岡
事
務
所
５
階
ホ
ー

平
成
27
年
度 

静
岡
商
工
会
議
所

表
彰
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

商
工
業
及
び
地
域
の
発
展
に
著
し
く

貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
る
会
員
企
業
表
彰

（
表
彰
規
則
第
６
条
第
１
項
第
１
号
表
彰
） 

８
名

㈱
ヴ
ィ
ノ
ス
や
ま
ざ
き

㈱
は
な
ぞ
の

㈱
安
田
屋
本
店

㈱
英
和
不
動
産

㈱
上
坂

㈱
ゼ
ン
ワ
ー
ル
ド

魚　

馬

㈲
持
山
設
備

種
本　
　

均

熊
澤　

正
樹

安
田　
　

裕

西
川　

英
雄

上
坂　

美
乃

松
井　

延
之

山
本　
　

眞

持
山　
　

侑

商
工
振
興
委
員・在
任
10
年

後
藤　

康
雄

市
川　
　

照

役
員
又
は
議
員
と
し
て
の
在
任
期
間
が

満
20
年
に
達
し
た
者
の
表
彰

（
表
彰
規
則
第
２
条
第
１
項
第
１
号
表
彰
） 

２
名

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱

第
一
建
設
㈱

在
任
20
年

北
川　

攝
子

濵
村　
　

晃

事
業
活
動
が
極
め
て
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

会
員
企
業
表
彰

（
表
彰
規
則
第
６
条
第
１
項
第
３
号
表
彰
） 

２
名

北
川
グ
ル
ー
プ 

㈲
巴
川
加
工
所

㈱
濵
村
屋

製
造
現
場
改
善
支
援
事
業

勤
続
35
年
の
方（
12
名
）

㈱
天
野
回
漕
店

　
　
〃

い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

静
岡
委
託
商
事
㈲

静
岡
ガ
ス
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

袖
山
技
研
工
業
㈱

第
一
建
設
㈱

勤
続
30
年
の
方（
17
名
）

　　
㈱
ア
ー
ス
シ
フ
ト

ア
オ
キ
ト
ラ
ン
ス
㈱

　
　
〃

　
　
〃

い
な
ば
食
品
㈱

静
岡
委
託
商
事
㈲

社
会
福
祉
法
人 

静
岡
厚
生
会

　
　
〃

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

㈱
ト
リ
ヤ
マ
商
会

花
菱
建
設
㈱

㈱
マ
ル
エ
イ
工
務
店

丸
善
製
茶
㈱

㈲
横
山
製
作
所

㈱
ヨ
ネ
ザ
ワ

ロ
バ
ー
ト
シ
ョ
ウ・ジ
ャ
パ
ン
㈱
城
南
電
子
工
場

㈱
渡
辺
産
業

　

勤
続
25
年
の
方（
26
名
）

　　
い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

㈱
サ
ン
タ
モ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈱
シ
ズ
デ
ン

　
　
〃

杉
好
㈱

静
清
塗
料
㈱

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

ナ
ガ
シ
マ
紙
販
㈱

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

花
菱
建
設
㈱

フ
ジ
運
輸
㈱

㈱
フ
ジ
環
境
サ
ー
ビ
ス

宮
澤
電
池
産
業
㈱

㈱
や
ま
だ
い
ち

㈱
四
葉
商
会

　
勤
続
20
年
の
方（
34
名
）

　　
い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

㈲
エ
ス
ア
ン
ド
エ
フ
美
容
室

木
内
建
設
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

静
岡
シ
ェル
石
油
販
売
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

高
柳　

良
英

佐
藤　
　

裕

美
尾　

か
な
子

望
月　

明
美

北
島　

浩
幸

加
藤　

達
彦

望
月　

康
行

寺
田　

孝
弘

藁
科　

佐
代
子

白
石　

陽
一

村
松　

岩
穂

小
沼　

正
之

　
桑
山　
　

保

大
多
和　

昌
克

中
村　

嘉
伸

西
ヶ
谷　

好
彦

小
林　

大
之

永
嶋　

健
次

花
村　

慶
子

牧
野　

都
美

内
野　

央
敏

堀
川　

政
美

薩
川　

信
弘

長
谷
川　

直
樹

栗
田　

芳
秀

庄
司　

英
雄

外
岡　

広
明

朝
倉　

範
子

伏
見　

孝
幸

　

　　
山
田　

和
俊

根
本　

良
弘

鈴
木　

聡
志

小
柳　

光
明

鈴
木　

知
彦

丸
山　

和
彦

渥
美　
　

勉

水
野　

智
子

見
城　
　

弘

大
石　

芳
弘

奥
田　

賢
治

石
野　

晴
美

日
笠　

博
文

守
屋　
　

隆

鈴
木　

孝
夫

井
上　

典
子

鈴
村　

晃
司

田
中　

浩
二

田
中　

浩
二

金
田　

康
彦

北
澤　
　

透

鈴
木　

正
夫

深
見　

あ
さ
子

長
島　

正
之

渡
邊　

勝
則

山
村　

孝
一

　　　　
上
塩　

伸
治

島
岡　

真
実

石
橋　

政
博

田
中　

大
作

杉
山　

直
美

高
柳　

伸
英

大
石　

崇
之

浅
場　

太
郎

山
本　

高
史

佐
久
間　

博

山
本　

祥
平

久
保
田　

智
之

斎
藤　

真
一

石
川　

秀
平

岩
本　
　

亮

森　
　

大
輔

山
本　

由
美

西
ヶ
谷　

江
美

会
員
事
業
所
の
優
良
従
業
員
で

勤
続
５
年
以
上
５
年
毎
の
表
彰

（
表
彰
規
則
第
９
条
第
１
項
第
１
号
表
彰
） 

２
６
１
名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

　
㈱
ア
ー
ス
シ
フ
ト

内
藤
塗
装

本
間　
　

晃

内
藤　

圭
二

会
員
事
業
所
従
業
員
の
特
別
功
労
表
彰

（
表
彰
規
則
第
９
条
第
１
項
第
２
号
表
彰
） 

２
名

事
業
所
名

氏　

名



㈱
ジ
ャ
ク
ソ
ン

杉
好
㈱

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

　
　
〃

第
一
建
設
㈱

㈱
ト
リ
ヤ
マ
商
会

内
藤
塗
装

㈱
フ
ジ
環
境
サ
ー
ビ
ス

平
和
み
ら
い
㈱

　
　
〃

㈱
丸
玄
工
芸

　
　
〃

丸
善
製
茶
㈱

森
竹
工
業
㈱

㈱
四
葉
商
会

　
　
〃

　
勤
続
15
年
の
方（
48
名
）

　　
㈲
伊
藤
セ
ロ
フ
ァ
ン

　
　
〃

い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

今
泉
機
材
㈱

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

㈲
エ
ス
ア
ン
ド
エ
フ
美
容
室

　
　
〃

　
　
〃

佐
寿
与
木
材
店

静
岡
委
託
商
事
㈲

㈱
ジ
ャ
ク
ソ
ン

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

杉
好
㈱

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

静
清
塗
料
㈱

㈱
田
丸
屋
本
店

㈱
田
丸
屋
本
店

中
部
機
電
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
チ
ヨ
ダ

㈲
東
海
建
材
工
業

　
　
〃

㈱
ナ
カ
ノ

㈲
ハ
ウ
ス
メ
イ
ト

フ
ジ
オ
イ
ル
㈱

㈱
フ
ジ
環
境
サ
ー
ビ
ス

㈱
丸
玄
工
芸

丸
善
製
茶
㈱

丸
山
販
売
㈱

宮
澤
電
池
産
業
㈱

　
　
〃

㈱
や
ま
だ
い
ち

　
　
〃

㈲
横
山
製
作
所

㈱
四
葉
商
会

　
勤
続
10
年
の
方（
67
名
）

　　
ア
イ
テ
ィ・イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱

い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

今
泉
機
材
㈱

㈲
エ
ス
ア
ン
ド
エ
フ
美
容
室

㈲
榎
本
工
業

三
興
商
事
㈱

㈲
三
立
産
業

静
岡
委
託
商
事
㈲

　
　
〃

㈱
静
岡
オ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス

静
岡
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

　
　
〃

新
巴
川
加
工
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

新
巴
川
加
工
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

杉
好
㈱

社
会
福
祉
法
人 

駿
府
葵
会

　
　
〃

㈱
大
丈

中
部
機
電
サ
ー
ビ
ス
㈱

　
　
〃

テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ・ピ
ー
プ
ル
㈱ 

　
　
〃

花
菱
建
設
㈱

フ
ジ
オ
イ
ル
㈱

　
　
〃

平
和
み
ら
い
㈱

㈱
松
永
畳
店

㈱
丸
玄
工
芸

丸
山
販
売
㈱

㈱
メ
イ
ワ
ト
ラ
ス
ト

㈱
や
ま
だ
い
ち

㈱
渡
辺
産
業

　
　
〃

　
勤
続
5
年
の
方（
57
名
）

　　
ア
イ
テ
ィ・イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱

い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

今
泉
機
材
㈱

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

㈱
エ
ス
ク
リ
エ
イ
ト

呉
服
町
栗
林
眼
科

　
　
〃

静
岡
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

社
会
福
祉
法
人 

駿
府
葵
会

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

静
清
塗
料
㈱

　
　
〃

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

㈱
チ
ヨ
ダ

　
　
〃

㈱
東
海
軒

　
　
〃

㈲
東
海
建
材
工
業

東
海
整
備
㈱

　
　
〃

花
菱
建
設
㈱

　
　
〃

　
　
〃

フ
ジ
運
輸
㈱

　
　
〃

　
　
〃

フ
ジ
オ
イ
ル
㈱

　
　
〃

㈱
フ
ジ
環
境
サ
ー
ビ
ス

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

㈱
丸
玄
工
芸

ロ
バ
ー
ト
シ
ョ
ウ・ジ
ャ
パ
ン
㈱
城
南
電
子
工
場

　
　
〃

　
　
〃

河
西　

幸
彦

望
月　

泰
一

平
岡　

信
吾

曲
渕　
　

新

柴　
　

吉
輝

瀧　
　

啓
介

内
藤　

圭
二

伊
藤　

麻
紀
子

高
岡　

弘
人

渡
辺　

和
之

富
野　

哲
生

木
下　

久
照

青
柳　

武
夫

和
田　

和
彦

天
野　

祐
子

石
垣　

紀
子

　　　　
森　
　

美
保

野
中　

葉
月

稲
田　

和
明

長
野　

隆
行

塚
林　

謙
二

津
山　

伴
昭

望
月　

か
よ
子

望
月　

令
子

川
西　

達
也

渡
辺　

美
香

米
澤　
　

亮

三
島　

康
輔

西
村　

秀
記

柴
田　

文
宏

佐
々
木　

孝
彦

勝
呂　
　

昇

海
野　

友
久

上
倉　

好
美

望
月　

純
子

成
田　

幸
恵

中
村　
　

学

高
橋　

章
子

藤
野　
　

淳

杉
山　

厚
子

石
上　

元
子

久
保　

邦
子

安
田　

健
太

植
野　

衛
子

松
野　
　

誠

桒
原　

仁
見

風
村　

大
輔

田
島　
　

俊

山
田　

利
幸

望
月　

一
司

杉
山　

良
一

越
田　

雅
子

伊
藤　
　

薫

坂
内　

玲
子

森
﨑　

幹
夫

鈴
木　

勝
己

望
月　

俊
輔

青
木　

明
子

白
鳥　
　

悟

増
田　

文
彦

吉
田　
　

智

青
島　

文
彦

織
田　

記
美
代

新
谷　

雄
一

　　　　
竹
島　

瑞
樹

木
内　

景
子

鎌
田　

勝
己

瀬
川　

至
彦

吉
葉　

孝
一

大
場　

保
樹

栗
田　
　

大

竹
嶋　
　

徹

渡
邉　

敏
道

松
浦　
　

豊

山
本　
　

整

宮
田　

佳
代

井
田　

麻
美
子

木
村　
　

良

富
井　

好
洋

池
島　

泰
弘

谷
地　

宏
之

石
川　

剛
啓

小
林　

弘
拓

石
上　

稚
規

近
藤　

祐
太
朗

大
畑　

佳
基

松
山　

英
樹

榛
葉　

和
博

牧
田　

知
久

田
形　
　

康

帯
金　

一
紀

岡
島　

英
希

鈴
木　

恵
介

渡
邉　

亮
太

野
田　

圭
亮

松
下　

裕
行

曾
根　

孝
弘

渥
美　
　

渉

鈴
木　

秀
和

寺
田　

朋
芸

谷
脇　
　

貴

杉
山　

哲
一

増
田　

晃
久

舟
戸　

洋
史

大
石　

正
治

森
山　
　

靖

立
花　

正
行

平
野　
　

渉

堀
内　
　

拓

松
下　
　

仁

相
川　

真
智
子

河
村　

友
子

大
木　

千
代
美

海
野　

政
子

今
村　

眞
弓

長
谷
川　

佳
枝

石
川　

達
也

長
谷
川　

和
広

坂
本　
　

舞

油
井　

友
江

鶴
田　

弥
寸
浩

宮
村　

英
亮

林　
　

美
里

高
塚　

敏
光

高
橋　

壽
子

榎
本　

敬
子

桜
井　

敏
喜

望
月　

裕
美

市
川　

貴
士

宮
本　

伸
悟

松
田　

修
二

　　　　
内
山　

泰
行

小
山　

正
樹

深
沢　

友
香

秋
田　

さ
お
り

INTHAJUK ANCHALEE

水
野　

淳
一

榊
原　
　

慎

中
村　

真
由
美

天
野　

美
裕

池
ヶ
谷
ゆ
き
み

城
内　

京
子

鈴
木　

早
紀

津
田　

亜
矢
子

藤
田　

知
香

庄
司　

久
瑠
美

漁
師　

恵
里
子

杉
山　

美
香

原
田　

和
彦

波
多
野　

秀
之

野
村　

佳
世

石
川　

美
智
子

武
田　

竜
一
郎

篠
原　

映
水
子

鈴
木　
　

純

鈴
木　

佑
梨

石
橋　

麻
世

早
川　

重
利

海
野　

る
み
子

太
田　

一
輝

細
澤　

和
真

桑
山　

真
由
美

松
本　

順
子

堤　
　

友
紀

梅
原　
　

誠

石
原　

洋
一

東　

な
お
子

末
髙　
　

潤

内
田　

俊
介

高
柳　

照
人

北
川　

剛
夫

若
林　
　

誠

石
部　

倫
弘

沼
野　

昭
彦

杉
山　

裕
之

設
楽　

久
貴

設
楽　

泰
雅

田
中　

康
次
郎

佐
藤　

嘉
則

岡
田　

哲
輝

西
井　
　

歩

吉
永　
　

悠

川
口　

侑
子

滝
戸　

喜
之

青
山　

雅
史

石
上　
　

健

篠
原　

義
明

大
野　

明
美

事
業
所
名
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名

事
業
所
名
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名
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名
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応援します、この街の元気。

静 岡 支 店

電話054-254-3151
（市役所並び）

〒420-8722
静 岡 市 葵 区 追 手 町 1 番 1 号

土 日 祝 特 別

平日サンクスデー （昼食付）

セルフラウンド1,000円分食事割引
1月 3・9・11・16・23・24・30・31日
2月 6・11・13・14・20・27・28日

セルフ（3～4名）
￥6,300 

￥9,800 
（3～4名）

1月 6・8・12・13・15・18～20・22・25・26・29日
2月 1～3・5・8～10・12・15～17・19・26・29日

オープンコンペ （昼食付・参加費無料）
￥7,500（3～4名）
￥9,800（3～4名）

☆ウインターCUP 1/27㈬ ★稲森CUP 2/24㈬
☆1/9㈯・2/6㈯・2/20㈯

金額は利用税等・消費税を含んだ総額です。
1/11(月祝)は、総額9,300円となります。

日本平ゴルフクラブ日本平ゴルフクラブ
TEL054TEL054-334334-23812381
日本平ゴルフクラブ
TEL054-334-2381



　　
「
ま
た
会
い
た
い
と
言
わ
れ
る
人
の〝
お
も
て

な
し
心
技
体
〞」と
題
し
開
催
し
ま
し
た
。高

品
質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
を

整
え
る
習
慣
を
つ
け
、不
測
の
事
態
に
も
冷
静

に
対
応
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。ま

た
接
客
と
接
遇

の
違
い
や
身
だ

し
な
み
と
お
し

ゃ
れ
の
違
い
な

ど
を
端
的
に
説

明
い
た
だ
き
、

受
講
者
は
興
味

深
く
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
か

ら
12
日
ま
で
の

計
10
日
間
、市

内
の
商
店
街
と

大
型
店
が
一
体

と
な
っ
た
大
商

業
祭「
２
０
１
５

駿
府
秋
の
わ
く

わ
く
祭
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、終
盤
の
10
〜
12
日
に
は
参
加
商

店
街
や
大
型
店
に
お
い
て
協
賛
イ
ベ
ン
ト
や
セ

ー
ル
が
行
わ
れ
、多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
」で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
し
ず
お
か
信
用
金
庫
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
Ｃ
Ｓ
Ａ
不
動
産
、プ
ラ
ッ

ツ
、丸
岩
ラ
ー

メ
ン
の
担
当

者
が
、ビ
ジ
ネ

ス
に
役
立
つ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ど
の
よ
う

に
作
っ
て
い
る

か
を
具
体
的

に
説
明
。
57

名
が
聴
講
し

ま
し
た
。

　

建
設
部
会
員
13
名
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た「
富
岡
製
糸
場
」、国
の
重
要
文
化
財
や

登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
小
江
戸
と

称
さ
れ
る
川
越
の
蔵
造
り
の
街
並
み
等
を
視

察
見
学
し
ま
し
た
。建
設
業
の
社
会
的
役
割

を
再
認
識
し
、参
加
者
間
の
懇
親
も
大
い
に
深

ま
り
ま
し
た
。

　

卸
売
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
１
つ
の
ま
ち
を

形
成
し
て
い
る
高
崎
、仙
台
の
先
進
事
例
の
視

察
会
を
実
施
し
ま
し
た
。高
崎
で
は
Ｊ
Ｒ
新

駅
や
大
学
の
誘
致
、展
示
ホ
ー
ル
の
建
設
な
ど

の
取
り
組
み
、

仙
台
で
は
文

化
芸
術
機
能

の
追
加
、「
ふ

れ
あ
い
市
」と

い
う
消
費
者

還
元
イ
ベン
ト

な
ど
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　　

県
内
の
百
貨
店・ス
ー
パ
ー
等
か
ら
９
社
を

バ
イ
ヤ
ー
に
招
き
、メ
ー
カ
ー
38
社
が
参
加
し
、

延
べ
99
件
の
個
別
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
に
成
約
し
た
商
談
や
逆
提
案
商
談
も
あ

り
、会
場
は
売
買
双
方
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　　

２
回
目
と
な
る
当
会
員
交
流
事
業
に
50
名

が
参
加
。新
産
業
課
の
事
業
紹
介
の
他
、新
産

業
開
発
振
興
機
構
の
松
下
充
孝
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
よ
り
「
経

営
者
へ
の『
コ
ト

発
想
』に
よ
る

仕
事
づ
く
り
の

提
案
」と
題
し

た
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。交
流

会
で
は
名
刺
交

換
な
ど
で
和
や

か
に
懇
談
し
ま

し
た
。

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

公
開
講
座

２
０
１
５

駿
府
秋
の
わ
く
わ
く
祭

・年2回、卸売業が小売転換し、多くの市民で賑わう
「仙台卸町ふれあい市」

・講師は元全日空CAでVIP担当乗務員として活
躍された里岡美津奈さん

・しずおか信用金庫は、どの部署でも更新できるＣＭＳを導入
し、更新頻度を上げた

・松下氏の話を熱心に聴講する参加者

・わくわくワゴンセール開催（駅ビル パルシェ）

・江戸時代から明治時代に至る歴史的な
建造物群を見学

静
岡
県
中
部
４
商
工
会
議
所

合
同「
個
別
商
談
会
」

建
設
部
会
視
察
会

会
員
サ
ロ
ン
27・
10

10/28

情
報
文
化
部
会
セ
ミ
ナ
ー

商
売
に
役
立
つ
Ｈ
Ｐ
作
り

10/8

卸
商
業
部
会

先
進
卸
売
団
地
視
察
会

10/2

10/16
・17

・売買双方から製品・販売の提案が飛び
交う

10/26
・29

10/3
～12

10/15
・16



　

徳
川
み
ら
い
学
会
の
第
４
回
講
演
会

を
10
月
14
日
㈬
、静
岡
市
民
文
化
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。講
師
は
大
阪
市

立
科
学
館
の
嘉
数
次
人
主
任
学
芸

員
。徳
川
時
代
の
天
文
学
の
変
遷
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

古
代
か
ら
日
本
で
は
中
国
の
天
帝

思
想
と
い
う
考
え
が
あ
り
、民
衆
は
星

空
に
恐
れ
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。天
地・

万
物
を
支
配
す
る
神
が
い
て
、地
上
の

支
配
者
が
天
命
を
受
け
る
と
いっ
た
考

え
で
す
か
ら
、星
空
を
見
上
げ
る
こ
と

に
な
る
天
文
学
は
支
配
者
が
行
う
学

問
で
し
た
。為
政
者
が
天
空
に
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
見
て
吉
凶
を
占

う「
天
文
」と
、月
の
満
ち
欠
け
や
太
陽

の
動
き
で
暦
を
編
む「
暦
学
」が
、近
代

の
終
わ
り
頃
ま
で
の
天
文
学
で
し
た
。

　

日
本
で
は
古
代
か
ら
中
国
の
暦
計

算
法（
暦
法
）を
輸
入
し
て
用
い
ま
し

た
。中
世
に
は
唐
王
朝
の
宣
明
暦
を
採

用
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
天
文
学
の

衰
退
な
ど
か
ら
、８
０
０
年
以
上
に
わ

た
り
改
暦
さ
れ
ず
に
使
用
さ
れ
ま
し

た
。

　

徳
川
時
代
初
期
に
な
る
と
、長
期
に

わ
た
り
使
わ
れ
て
い
た
宣
明
暦
で
は
実

際
の
空
と
の
誤
差
が
生
じ
て
き
ま
し

た
。天
文
暦
学
者
で
あ
る
渋
川
春
海
は

中
国
元
王
朝
で
使
わ
れ
て
い
た
授
時
暦

で
改
暦
を
求
め
ま
し
た
が
、そ
の
後
の

日
食
予
報
が
外
れ
た
こ
と
か
ら
申
請

は
却
下
さ
れ
ま
し
た
。予
報
が
外
れ
た

理
由
は
中
国
と
日
本
と
の
時
差
が
あ
っ

た
か
ら
で
、そ
の
後
こ
れ
を
改
良
し
た

大
和
暦
を
作
成
し
、見
事
採
用
さ
れ
ま

し
た
。１
６
８
５
年
、当
時
の
元
号
か
ら

貞
享
暦
と
命
名
さ
れ
た
暦
は
日
本
初

の
国
産
暦
で
あ
り
、渋
川
春
海
は
初
代

幕
府
天
文
方
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。こ

の
改
暦
を
機
に
毎
年
の
暦
の
編
集
権
が

朝
廷
か
ら
幕
府
に
移
って
い
ま
す
。

徳
川
み
ら
い
学
会
第
４
回
講
演
会

　　

渋
川
春
海
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
１
７

１
６
年
に
将
軍
に
就
い
た
８
代
将
軍
吉

宗
は
天
文
暦
学
に
大
き
な
関
心
を
抱

い
て
お
り
、自
ら
簡
天
儀・測
午
儀
な
ど

の
実
用
的
な
観
測
装
置
を
考
案
し
、城

内
吹
上
御
庭
な
ど
で
天
体
を
観
測
し

て
い
ま
す
。ま
た
禁
書
令
を
緩
和
し
、

西
洋
の
天
文
暦
書
を
も
と
に
西
洋
暦

を
導
入
し
て
改
暦
を
行
お
う
と
努
め

ま
し
た
が
志
半
ば
で
死
去
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

禁
書
令
の
緩
和
に
よ
り
、民
衆
の
間

に
も
西
洋
天
文
学
の
知
識
が
広
ま
り

ま
し
た
。豊
後
の
麻
田
剛
立
は
当
時
の

宝
暦
暦
に
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
日
食

を
独
自
の
計
算
に
よ
り
予
言
し
的
中

さ
せ
、名
声
を
高
め
ま
し
た
。

　

１
７
９
７
年
、麻
田
剛
立
の
弟
子
で

あ
る
高
橋
至
時
と
間
重
富
は
幕
府
に

よ
る
改
暦
事
業
に
招
か
れ
、初
め
て
西

洋
天
文
学
を
取
り
入
れ
た
寛
政
暦
と

い
う
暦
法
を
作
成
し
ま
し
た
。そ
の
後

天
文
方
に
抜
擢
さ
れ
た
高
橋
至
時
は
、

こ
れ
ま
で
の
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
西

洋
天
文
暦
書
で
は
な
く
、オ
ラ
ン
ダ
語

の
書
物
を
直
接
翻
訳
し
、暦
法
の
精
度

を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。最
終
的
に
は

１
８
４
４
年
に
天
保
暦
に
改
暦
さ
れ
、

１
８
７
２
年
、明
治
初
頭
ま
で
使
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
徳
川
時
代
の
人
々
が
み
た
星
空
」

大
阪
市
立
科
学
館 

主
任
学
芸
員　

嘉
数
次
人
氏

天
文
と
暦
学

民
衆
に
よ
る
改
暦

吉
宗
に
よ
る
西
洋
天
文
学
の
導
入

徳
川
時
代
初
期
の
改
暦

個人・法人会員を随時募集しています。皆さまのご入会をお待ちしております。
〈お問い合わせ〉 徳川みらい学会事務局　〈ＴＥＬ〉 ２８４-９６６０　〈Ｈ　Ｐ〉　徳川みらい学会　検索



　

最
近
、相
続
人
の
中
に
音
信
不
通
者
や
、生

死
が
わ
か
ら
な
い
、い
わ
ゆ
る
行
方
不
明
者
が
い

る
ケ
ー
ス
に
遭
遇
し
ま
す
。

　

依
頼
者
が
行
方
不
明
者
の
存
在
を
知
って
い

た
と
し
て
も
、連
絡
の
と
り
よ
う
も
な
く
、も

し
連
絡
が
と
れ
た
場
合
、何
か
金
銭
的
要
求

を
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、非
常
に
不
安
や

煩
わ
し
さ
を
感
じ
、行
方
不
明
者
を
除
い
て
遺

産
分
割
協
議
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
か
と

思
わ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、そ
の
よ
う
な
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、

行
方
不
明
者
の
戸
籍
等
を
取
り
、生
死
及
び

住
所
地
を
調
査
し
、生
存
が
確
認
で
き
れ
ば
、

行
方
不
明
者
と
連
絡
を
と
り
、連
絡
が
と
れ

な
い
場
合
は
、家
庭
裁
判
所
に
不
在
者
財
産
管

理
人
の
選
任
の
申
立
て
を
行
い
ま
す
。

　

選
任
さ
れ
た
不
在
者
財
産
管
理
人
は
、行

方
不
明
者
の
代
理
人
と
し
て
遺
産
分
割
協
議

に
参
加
し
て
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。不
在
者
の
財
産
管
理
人
に
な
る
人
に
資

格
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

遺
産
分
割
協
議
に
お
い
て
は
、不
在
者
に
一

定
の
財
産
を
確
保
す
る
内
容
の
遺
産
分
割
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

誌 上

経営
相　談

遺
産
分
割
協
議
で
は
、行
方
不
明
者
に
も
一
定
の
財
産
を
確
保
す
る

会
社
役
員
の
変
更
登
記
は
２
週
間
以
内
に

会
社
役
員
が
亡
く
な
り
、相
続
が
発
生
し
ま
し
た
。相
続
人
の
中
に

行
方
不
明
者
が
い
る
の
で
す
が
、ど
の
よ
う
に
相
続
手
続
き
を
進
め

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？ POINT

遺
産
分
割
協
議
で
は
、行
方
不
明
者
に
も
一
定
の
財
産
を
確確
保
す
る

OINT 会
社
役
員
の
相
続
手
続
き

相
続
の
発
生
と
財
産
の
帰
属

静岡県司法書士会　司法書士

伴 信彦 さん

回 答 　

静
岡
商
工
会
議
所（
電
話
０
５
４‐

２
５
３‐

５
１
１
３
）で
は
毎
月
１
回
、司
法
書
士
会
静

岡
支
部
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
し
ず
お

か（
相
談
予
約
電
話
０
５
４‐

２
８
９‐

３
７
０

０
）で
も
ご
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
続
手
続
き
を
進
め
る
上
で
、疑
問
点
等

あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
こ
れ
ら
を
ご
利
用
い
た

だ
き
、専
門
家
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

人
が
亡
く
な
る
と
相
続
が
発
生
し
、相
続
の

手
続
き
に
入
り
ま
す
。

　

財
産
の
帰
属
に
つ
い
て
は
、遺
言
書
が
あ
れ

ば
、遺
言
書
が
優
先
し
ま
す
。

　

遺
言
書
が
無
け
れ
ば
、法
定
相
続
分
に
従
っ

て
遺
産
を
分
け
る
か
、相
続
人
間
で
遺
産
分
割

協
議
を
行
い
、財
産
の
帰
属
を
決
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。相
続
人
全
員
で
遺
産
分
割
協
議

を
行
い
、そ
の
結
果
を
遺
産
分
割
協
議
書
に
し

て
相
続
人
全
員
の
署
名
押
印（
実
印
、印
鑑
証

明
書
）し
、不
動
産
に
つい
て
は
相
続
登
記
の
申

請
、金
融
機
関
で
は
、名
義
の
書
き
換
え
を
行

い
ま
す
。

役
員
変
更
登
記
を
怠
る
と
過
料
に

　

ま
た
、会
社
役
員
の
死
亡
な
の
で
、死
亡
に

よ
る
役
員
変
更
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

役
員
変
更
登
記
は
、意
外
と
忘
れ
が
ち
で
、

会
社
の
登
記
を
依
頼
さ
れ
た
際
、何
年
も
前
に

亡
く
な
っ
た
役
員
の
方
が
登
記
簿
に
載
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。会
社
の
登
記
は
、変
更

事
項
が
あ
っ
た
時
か
ら
２
週
間
以
内
に
登
記
す

る
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
相
続
に
係
わ
る
手
続
き（
相
続
登
記

申
請
、不
在
者
財
産
管
理
人
選
任
申
立
書
の

作
成
、役
員
変
更
登
記
申
請
）は
、わ
れ
わ
れ

司
法
書
士
の
業
務
の 

一 

つ
で
す
。

司
法
書
士
の
業
務
は

　

司
法
書
士
は
、相
続
登
記
を
始
め
と
す
る

不
動
産
登
記
の
申
請
代
理（
売
買
や
贈
与
の

相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
者
が

名
義
変
更
、住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
際
の
抵

当
権
の
設
定
や
抹
消
、新
築
建
物
の
保
存
登

記
）、会
社
の
設
立
、役
員
、本
店
、商
号
、目
的

等
の
商
業
登
記
の
申
請
代
理
、裁
判
所
に
提
出

す
る
書
類
作
成
、成
年
後
見
人
と
し
て
の
業

務
、簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
訴
訟
代
理
人
等

が
主
な
仕
事
で
す
。



〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33
TEL：054-277-2525/FAX：054-277-2526
MAIL：info.haratax@gmail.com

原耕司税理士事務所は『P（PLAN）-D（DO）-C（CHECK）-A（ACTION）サイクル』による
経営の向上を目指すお客様を全力でサポートします。

～継続して繁栄する会社を目指す～

（弥生シリーズの便利な点）
◎手書きの帳簿類に書き込む感覚
で入力可能。
◎シリーズ間でデータ連動可能。等
◆ご依頼いただければ、当事務所
が初期設定を代行（有料）。
決められた入力方法で入力すれば
簡単に経理処理を行えます。

弥生製品購入をご検討中の方へ、事前に製品に触れていただき、予めその使用感を知って頂くセミナーとなっております。
お一人様1台のパソコンを使用。無料で受講できますので、ご検討中の方は是非ご受講ください。
※平成27年11月開催セミナーより、最新版「弥生16シリーズ」でのセミナー開催となります。

“かんたん”“やさしい”“いちばん売れている”弥生シリーズで会社経理をもっと楽しく “弥生給与”はマイナンバーにも対応！

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

弥生＂16＂シリーズ 無料体験教室 開催中

◆各種ソフトのご注文も承ります◆

既にソ
フト購入

済の方
へ

WEB：http://www.tax.io/　又は

TEL：054-277-2525/F
MAIL：info.haratax@gmail.com

～継続して繁栄する会社を目指す～
当事務所は
『経営革新等支援機関』です！会社〈経営〉を会社《継栄》に

自社の現状や課題を見つける／業績向上を目指す／経営の向上を図る
【単年経営計画作成】　1年間の経営計画を、売上・経費毎に作成します。
【中期五ヵ年経営計画作成】　5カ年の経営計画を、資金繰り等含め作成します。
随時開催　　料金：32,400円～　　お申込み・お問い合せはお電話でお気軽にどうぞ。

原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

ソフト購
入

御検討
中の方

へ

弥生会計
セミナー種別

弥生販売

弥生給与

日　程

両日とも13：30～15：00
時　間

15：15～16：45

15：15～16：45

料金その他
料金：無料
対象：製品ご購入前の方
会場：当事務所1Fセミナールーム
内容：お一人様1台のパソコンを使用。

実際に弥生ソフトの操作感を
体験していただきます。

弥生14シリーズの初期設定や日常処理の操作方法、また便利な使い方を解説するセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指
導も行っております。お申込み、お問い合せは当事務所HPを御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

12月9日㈬

12月9日㈬

平成28年1月18日㈪

平成28年1月18日㈪

・正しい税知識を身につけたい。　　
・もっと積極的な経営を目指したい。
・社会のお役に立ちたい。　　　　　

そんな経営者の皆さんを支援する全国組織

公益社団法人清水法人会
̶入会のお問合せは下記まで̶

HPアドレス　http://www.s-houjin.or.jp

〒424-0826
静岡市清水区万世町2-3-10
TEL.054-351-0015

パソコン教室開催中
静岡商工会議所

パソコン教室の
お問合せは 専用Tel 054-260-5300

受講料  　　　　
50分 1,000円

パソコンの入門編から、ワード・エクセルなどのビジネス応用編、趣味
の講座（デジカメ、年賀状、ホームページ、インターネット、メールまで）
幅広い研修内容をご用意しています。
月～土曜日まで開講中。午前・午後・夜間など、自由な時間を選んで受講が
可能です。インストラクターが常駐し、わかりやすく研修の補助をします。

受講料は50分1,000円

（　　　　　　　　　　　　　　 ）別途：機器使用料　１時間200円 ※会員は無料
　　 教室維持費　月額1,200円



オーレ！

静
岡
商
工
会
議
所
は
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

弊
社
は
、２
０
１
４
年
末
に
Ｊ
リ
ー

グ
と
タ
イ
ト
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
を

締
結
し「
明
治
安
田
生
命
Ｊ
リ
ー
グ
」

と
し
て
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

静
岡
支
社
に
お
い
て
は
２
０
１
４

シ
ー
ズ
ン
よ
り
、ク
ラ
ブ
ス
ポ
ン
サ
ー

の
一
員
と
し
て
、職
員
全
員「
エ
ス
パ

ル
ス
応
援
宣
言
！
」プ
レ
ー
ト
を
胸
に

付
け
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
２ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
開
幕

戦
で
は
マ
ッ
チ
デ
ー
ス
ポ
ン
サ
ー
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、職
員
・お
客
さ

ま
併
せ
て
約
１
０
０
０
名
の
大
応
援

団
で
エ
ー
ル
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン
に
は
見
事
Ｊ
１

復
帰
と
な
る
よ
う
、皆
さ
ん
と
と
も

に
今
ま
で
以
上
に
熱
い
声
援
を
送
り

続
け
ま
す
！

〈連絡先〉
明治安田生命保険相互会社 静岡支社
静岡市駿河区森下町1-35 静岡ＭＹタワー５階
TEL054-287-7200　http://www.meijiyasuda.co.jp/

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
静
岡
支
社

清
水
エ
ス
パ
ル
ス
応
援
宣
言
！

スタジアムでコラボバナーを掲げる

7月11日マッチデーにオリジナル応援ボードを配布

ほ
ん 

だ　

た
く 

や

7

本
田
拓
也 

選
手

チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
く
潤
滑
油
に
な
る

　

２
０
０
８
年
に
清

水
エ
ス
パ
ル
ス
に
加

入
し
、北
京
五
輪
に

出
場
。２
０
１
０
年

に
は
Ｊ
リ
ー
グ
で
31

試
合
に
出
場
し
、日

本
代
表
の
メ
ン
バ
ー

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
に
は
鹿

島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
に
移
籍
し
ま
し
た
が
、足
首
を
負
傷
し
て

１
年
半
を
リ
ハ
ビ
リ
に
費
や
し
、出
場
機
会
が
な
か
な
か
得

ら
れ
ず
、２
０
１
３
年
７
月
、エ
ス
パ
ル
ス
に
復
帰
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
は
、小
笠
原
満
男
選
手
を
は
じ
め
、ひ
と
り

ひ
と
り
が
手
を
抜
か
ず
に
試
合
に
活
き
る
練
習
を
や
っ
て
い

て
、若
い
選
手
も
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
に
ガ
ツ
ガ
ツ
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。エ
ス
パ
ル
ス
も
、練
習
中
か
ら
も
っ
と
声
を
出

し
、気
持
ち
を
見
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

自
分
は
ボ
ラ
ン
チ
と
し
て
、後
ろ
と
前
を
つ
な
げ
る
潤
滑

油
の
よ
う
な
役
割
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。長
い
ボ
ー
ル

が
得
意
な
の
で
、真
ん
中
か
ら
一
本
の
パ
ス
で
局
面
を
変
え

る
プ
レ
ー
を
も
っ
と
や
っ
て
い
き
た
い
し
、守
備
で
も
、自
分
の

位
置
で
ボ
ー
ル
を
し
っ
か
り
奪
い
、攻
撃
に
繋
げ
る
こ
と
を
狙

っ
て
い
ま
す
。常
に
、ど
う
し
た
ら
チ
ー
ム
が
勝
て
る
か
を
考

え
て
、プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
良
い
試
合
と
悪
い
試
合
の
波
が
激
し
か
っ
た
の
で
、

そ
の
波
を
無
く
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。強
化
し
た
練
習

に
身
体
が
つ
い
て
い
け
ず
、怪
我
を
す
る
選
手
が
増
え
、僕
自

身
も
、５
月
〜
６
月
の
チ
ー
ム
が
苦
し
い
時
期
に
、怪
我
で
ピ

ッ
チ
に
立
て
ず
、キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
失
格
で
し
た
。先
取
点

を
取
れ
ず
、前
が
か
り
に
な
っ
て
失
点
す
る
と
い
う
試
合
が
多

く
、最
終
的
に
歴
史
あ
る
エ
ス
パ
ル
ス
を
Ｊ
２
降
格
さ
せ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
、真
摯
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ホ
ー
ム
、ア
ウ
ェ
イ
に
関
わ
ら
ず
毎
試
合
、数
多
く
の
サ
ポ

ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
応
援
に
来
て
く
れ
て
、そ
れ
だ
け
が
僕

た
ち
の
力
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
パ
ワ
ー

を
、選
手
の
力
不
足
で
な
か
な
か
試
合
で
表
現
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。こ

の
よ
う
な
状
況
で
も
、サ
ポ
ー
タ
ー
や
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
に

応
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、必
ず
一
年
で
Ｊ
１
の
舞
台
に

戻
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。（

11
月
11
日
取
材
）

★
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
５
年
４
月
17
日
、相
模
原
市
生
ま
れ
。幼
稚
園
の
年

少
か
ら
中
学
校
ま
で
Ｆ
Ｃ
コ
ラ
ソ
ン
に
入
会
し
、桐
光
学
園

高
校
、法
政
大
学
を
経
て
、２
０
０
８
年
に
清
水
エ
ス
パ
ル
ス

に
加
入
。２
０
１
１
年
、鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
に
移
籍
。２
０

１
３
年
７
月
、清
水
エ
ス
パ
ル
ス
に
復
帰
。Ｕ-

16
、17
、21
、

22
、23
日
本
代
表
に
選
出
。２
０
１
１
年
、日
本
代
表
と
し

て
Ａ
Ｆ
Ｃ
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
に
出
場
。

MF



代表者名 所　在　地 事業内容

新 会 員 ご 紹 介 平成２7年8月1日～31日の間でご加入された事業所です。（順不
同・敬称略）※掲載希望事業所のみ  

山田　昌秀
溝口　龍也
伊藤　良司
中村　栄司
栗岡　和男
稲垣　豊
若杉　理
石田　博之
小杉　憲司
大久保あけみ
落合　茉莉子
青木　審司
藤本　みき子
鈴木　貴士
大石　敏行
上野　正博
佐藤　正雄
築地　なほみ
小田巻　太郎
伏見　芳種
田中　信也
大塩　博喜
落合　晋也
三品　竜
久保田　浩希
田中　竜弘
村上　公彦
西ヶ谷　純一
青木　雅嗣
関　昌幸
前田　宏
漆畑　明雄
藤本　良一
伏見　純
岡田　暢行
大木　宏美
林　丈夫
鍋田　哲生
橋本　武志
大城　光弘
世田　博邦
伊藤　貢
Paul Canosa
木佐森　慶太
斎藤　太郎

トラックボディパーツ卸売
コンピューター周辺機器卸売
ブラインド製造、販売
厨房機械器具、空調設備卸売
税理士
仏壇・仏具の塗装、再生
学童デイサービス
木工業
建設解体業
生花、観葉植物、プリザードフラワー等
行政書士
夕食宅配サービス
ラーメン店
福祉事業
空調機修理、メンテナンス
レストラン及び飲食店の経営
ｗｅｂＨＰ制作、チラシ・パンフレット制作
不動産の売買、管理、保有、運用
建設設計・管理
不動産賃貸業
デザイン、イベント、広告代理
測量・設計
税理士
公共施設修繕
自動車部品販売
一般塗装業
飲食業
不動産の売買、賃貸、管理及びその仲介並びに鑑定
電気工事
コンビニエンスストア
ＲＣデザイン住宅設計・施工、店舗デザイン
塗装工事
コンビニエンスストア
建設・不動産業
土地家屋調査士
介護事業
美容業（米ぬか酵素治療法）
洋菓子店
店舗什器製作
内装工事
給排水工事業
リユース品買取・販売
英会話教室、翻訳
居酒屋
中古自動車販売

静岡市葵区古庄2-20-55
静岡市駿河区国吉田1-11-33
静岡市駿河区下島334-1
静岡市葵区沓谷6-5-2
静岡市葵区桜町2-1-14
静岡市駿河区中原410
静岡市葵区東町30-4
静岡市駿河区中原885
静岡市葵区牧ヶ谷2428
静岡市駿河区八幡1-5-32
静岡市駿河区谷田18-7
静岡市葵区城北2-9-21
静岡市葵区千代田7-3-17
静岡市葵区松富2-4-67－303号
静岡市駿河区石田2-5-50
静岡市葵区梅屋町1-5
静岡市清水区堂林1-1-11
静岡市葵区安西4-38
静岡市駿河区中野新田83-45－2F
静岡市駿河区小鹿994
静岡市葵区通車町7-4
静岡市駿河区有東3-12-24
静岡市葵区平和3-15-1－102
静岡市清水区下野町2-5
静岡市清水区北脇170-17
静岡市清水区三保3476-5
静岡市清水区蒲原5343-4
静岡市清水区千歳町14-53
静岡市清水区石川10-1 グランヴェール伏見Ⅲ310
静岡市清水区長崎1109
静岡市清水区袖師町575-1
静岡市清水区村松1-4-78
静岡市葵区長沼258-8
静岡市清水区興津中町1100-3
静岡市清水区興津本町83-2
静岡市清水区三光町1-30
静岡市清水区入江南町13-19
静岡市駿河区聖一色471-4
静岡市駿河区用宗2-21-7
静岡市駿河区登呂6-17-55
静岡市駿河区鎌田400-16
焼津市高新田1416
静岡市葵区上足洗3-11-12
静岡市葵区瀬名中央4-2-3
静岡市葵区新間1089-98

只今、会員募集キャンペーン展開中！ 新会員をご紹介下さい。ご紹介いただいた方に、
もれなく図書カードをプレゼント致します。

事業所名
㈲山田ボデー工業所
㈱イーサプライズ 静岡支社
㈱ニチベイ 静岡営業所
ハインリッヒ静岡㈲
栗岡和男税理士事務所
㈲稲垣塗装所
㈱ＴＲＷ
石田洋木工
㈲大商
ソレイユ六本木
茉莉子行政書士事務所
（同）ライフタイム・バリュー
㈱横浜屋
㈱ＫＥＩＴＯ
静空設備
㈱Ｋ'ｓカンパニー
㈱エスプラット
㈱築地
㈱ＯＤＡＭＡＫＩ
㈲フシミコーポ
㈱ティーディーピー
㈲大喜設計
税理士法人ビーアンビシャス
サンコー営繕
Ｋ－ｐａｒｔｓ
㈱田中工業
めん処 村上家
㈱オリンピア
あおでん
㈲エイビィシィストア
㈱デザインワークス
㈲漆畑塗装
セブンイレブン静岡長沼店
㈱Ｊ'ｓＨＯＭＥ
シビック・エンジニア登記測量設計
㈲ｓｐｒｉｎｇ ｎ' ｓｐｒｅａｄ
㈱ハヤシコーポレイション
ＢＯＮ ＶＩＶＡＮＴ
㈱ＳＴＵＤＩＯ ＪＯＹ
㈱テクノフォーラム
ヒロテク設備
㈱ソルーナ
ポールと英会話
居酒屋けゑた
ジェイコブ

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

12月16日㈬ 14：00～
TEL054-353-3401
12月22日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

商工会議所 清水事務所
　
商工会議所 静岡事務所

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

3,500円（税込）

１つ１つ手作り
で作ってます！　
是非この機会に
ワンランク上の
クリスマスを過ご
してみませんか？

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町17-1
TEL 054-273-5250　FAX 054-273-5251
http://www.grandair.jp

グランディエールブケトーカイ（トーカイシティサービス㈱）

ストロベリーショートケーキ（6号）
4,700円（税込）

県産のいちごを厳選し、ふわふ
わスポンジと生クリームでバラ
ンスよく仕上げた可愛らしいデ
コレーションの正統派クリスマ
スケーキ。

フレンチレストランのクリスマスケーキ

ご家族で楽しむ、中島屋のクリスマス

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町3-10
TEL 054-253-1151　FAX 054-251-4500
http://www.sn-hotels.com

静岡グランドホテル中島屋

〒424-0875 静岡市清水区馬走1500-2
TEL 054-335-1132［宴会予約係］　FAX 054-335-8955
http://www.ndhl.jp

日本平ホテル

聖夜を彩る
笑顔の一品

ホテルシェフと専門医がつくっ
たとっておきの一品。濃厚なチ
ョコレートで贅沢にコーティン
グ、なのに驚きの低糖スイー
ツ。食事制限のある方でも安
心。皆様に食べて頂きたいケ
ーキがついにできました。配送
も可能。

低糖質ブッシュドノエルで驚きのX'mas

〒424-0816 静岡市清水区真砂町3-27
TEL 054-366-7101　FAX 054-363-1231
http://www.hotelquest.co.jp/

ホテルクエスト清水（㈱竹屋旅館）

とろける笑顔になる魔法。

〒422-8575 静岡市駿河区南町18-1
TEL 054-289-6410［オールデイダイニングTHE TABLE］
http://www.centuryshizuoka.co.jp

ホテルセンチュリー静岡（㈱ホテル小田急静岡）

今年も大人気の「ショ
ートケーキ」をはじめ５
種類のケーキをご用
意いたしました。ホテル
パティシエがひとつひ
とつ心を込めてお作り
しています。口に入れ
た瞬間に笑顔がほこ
ろぶケーキの魔法にか
かってみませんか？ホワイト・フロマ―ジュ 3,800円（税込）2,700円（税込）

ホテルアソシア静岡では、パティシエが作るこだわりのクリスマ
スケーキをご用意。
定番「アンジュ（生
クリームデコレーシ
ョン）」、色とりどり
のフルーツを使用
「フルーツタルト」、
どちらも毎年人気
の商品です。

クリスマスの食卓をちょっと贅沢に

〒420-0851 静岡市葵区黒金町56
TEL 054-254-4460　FAX 054-255-3721
http://www.associa.com/sth/

ホテルアソシア静岡（㈱ジェイアール東海ホテルズ）

アンジュ5号 3,800円（税込）

特選フレッシュクリームと静岡県産いちごを使用した「ホワイト
クリスマス」。その他
にも「ブッシュ･ド･ノ
エル」「クリスマスオ
ードブル」もご予約
承り中。
12月16日締切り、
限定数量等詳しくは
お問合せ下さい。

ホワイトクリスマス・18㎝ 4,500円（税込）



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

スポンジの上に県産い
ちごを敷き詰めた、創
業当初から愛され続け
る、当店オリジナルケ
ーキ。苺好きの方にぜ
ひお勧めです。他に
も、“生クリーム”、“生チ
ョコレート”もございま
す。手作りの味を、ぜひ
一度ご賞味下さい♪15㎝ 3,564円（税込）～

〒424-0873 静岡市清水区有東坂4-6
TEL＆FAX 054-345-9076

菓子処 清侾園

〒420-0923 静岡市葵区川合2-4-40
TEL 054-267-7236　FAX 054-267-7237
http://www.cetait-bon.com/

セティボン？（㈲アニバーサリー）

今年のＸｍａｓも明日も来年も…ずっといっしょ♥

〒420-0922 静岡市葵区流通センター7-6
TEL 054-208-5006　FAX 054-208-5004
http://www.roll-cake.com

生ロールの藤栄堂 (静岡流通店・清水草薙店)

X'masも年末年始も通常通り作り立ての美味しいロールケーキ
をお届け。新鮮な静
岡いちごを巻いた
「いちごロール」をは
じめ、新商品も多数
ご用意。お友達や
ご家族が集う日は、
是非ご予約の上ご
来店下さいませ。

50cmの巻きたてロールケーキでX'mas！

ふわふわなシフォンケーキに純生クリームでデコレーションした
クリスマスシフォン。
笑顔の真ん中に、年
に一度の特別なクリ
スマスケーキはいか
がですか。
お受け取り場所：
サナ店舗(新静岡セ
ノバ店または草薙店)

クリスマスシフォン

3,240円（税込）

〒420-0071 静岡市葵区一番町41-2
TEL＆FAX 054-251-3737［新静岡セノバ店］
http://www.canaweb.jp

サナ（㈱クープル）

“スノーベリー”

ケーキと記念日のお店セティボン？は「専門店」だからできる、
本当のおいしさを届
けたいという想いか
ら、スポンジは毎朝
パティシエがふわふ
わに焼き上げており
ます。大切な人とケ
ーキを囲んで、ハッピ
ークリスマス！

2015メリークリスマス[18cm] 4,320円（税込）

チョコレート好き
のための老舗ケ
ーキ店。今年は
伝統的なクリス
マスケーキをご用
意しました。ショ
コラファンならで
はのかわいいノ
エルです。

ブッシュ・ド・ノエル

3,240円（税込）

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠1-3-7
TEL＆FAX 054-251-6321

ショコラファン

お子様からお年寄り
まで安心して召し上
がって頂ける素材を
使用し、スポンジも
前日焼きです。上乗
せのサンタやきのこ
も手作りで賑やかな
クリスマスケーキは
いかがですか？

手作りデコで賑やかケーキ！

7号サイズ3,800円（税込）1,728円（税込）～

〒424-0113 静岡市清水区原39-24
TEL 054-363-1152　FAX 054-363-1194
http://www.sucre-pan.com

シュクール



当商工会議所会員事業所でクリスマスケーキや関連商品を扱う店舗を一部ご紹介します。
素敵なクリスマスをお過ごしください。

2,570円（税込）

ドイツの伝統的クリスマスの発酵菓子シュトーレン。オリジナル
スパイス、有機のド
ライフルーツやナッ
ツ、バター、卵を贅
沢に使い、自家製
天然酵母で長時
間発酵熟成させて
焼き上げています。
11月～12月の限
定品。

〒424-0937 静岡市清水区北矢部町2-11-25
TEL＆FAX 054-352-8864
http://homepage2.nifty.com/beruf/

㈲ベルーフ

自家製天然酵母のシュトーレン

2015年すずとらのクリスマスチーズケーキは、甘酸っぱい苺の
レアチーズケーキと
当店で愛される定
番のプレーンチーズ
ケーキを二層にして
お届けします。見た
目も可愛らしく、かつ
豪華なお味に仕上
げています。

すずとらの限定クリスマスチーズケーキ

〒420-0858 静岡市葵区伝馬町10-1ヴィラ伝馬町2F
TEL＆FAX 054-251-0200
http://www.suzutora.info

チーズケーキ専門店すずとら（㈱ベルエキップ・プラス）

15cm 3,500円（税込）

〒420-0001 静岡市葵区井宮町１３８
TEL 054-271-2411　FAX 054-271-2543

(株)三坂屋

1級技能士が、
心を込めて、練
切(白餡)でおつ
くりした和菓子の
クリスマスはいか
が？卵や生クリー
ムを使わない健
康志向の新しい
クリスマスの贈り
物です。和菓子ＤＥクリスマス（3個入り）650円（税込）

愛らしい和菓子のクリスマスはいかが？

しっとりしたスポンジに苺を
サンドした一番人気のクリ
スマスケーキ。苺とサンタと
かわいいアイシングクッキ
ーの飾りでクリスマスパー
ティーを盛り上げます。

苺の生クリームデコレーション

〒424-0886 静岡市清水区草薙1-14-10
TEL＆FAX 054-346-4109
http://www.at-s.com/gourmet/article/takeout/cake/125738.html

ロン・ポワン

いちごのショートケーキ

〒420-0072 静岡市葵区二番町4-10サンシャイン二番町103
TEL＆FAX 054-269-4830

Poron

県内産の紅ほっぺを使
用し、北海道産の生クリ
ームは甘さ控えめにお
作りしています。この他、
カットケーキもたくさん取
り揃えています。食べた
らほっぺが“ポロン”と落
ちる様なケーキを作って
お待ちしております！
18cm 4,500円（税込）3,888円（税込）

当店のすべてのクリスマスケーキは販売当日に作りますので
数量ができません。
昨年も締め切り前
に終了してしまいま
した。生クリームも大
手のものではなく少
量生産の作り立て
の生クリームを使用
しております。

すべて当日仕上げの限定品です

〒420-0886 静岡市葵区大岩1-8-19
TEL 054-246-2561　FAX 054-246-2994
http://denfance.jimdo.com

㈲りべーるだんふぁんす

15cm 4,000円 18cm 5,000円 21cm 6,000円（税込）



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

〒420-8560 静岡市葵区御幸町10-2松坂屋静岡店北館2F
TEL 054-254-1111　FAX 054-246-6808
http://www6.shizuokanet.ne.jp/margaret/

マーガレットハウス
〒420-0017 静岡市葵区葵町52
TEL 054-255-4868　FAX 054-255-4872
http://libertymarket.jp/shopping/shop/detail.php?shopID=31

㈱覚丸文佐藤商店

〒420-0851 静岡市葵区黒金町59-6大同生命静岡ビル9F
TEL 054-254-4411　FAX 054-251-6135
http://www.jfc.go.jp

㈱日本政策金融公庫 静岡支店 国民生活事業

〒424-0884 静岡市清水区草薙一里山26-9
TEL 054-346-2772　FAX 054-346-2772
http://www4.tokai.or.jp/like/

カレー工房ライク（NPO法人ニット工房ライク）

おしゃれすぎる「お正月飾り」

「国の教育ローン」
好評受付中！

高校、大学等への入学時・
在学中の費用を対象とした
公的融資制度で、学生お
一人につき350万円以内、
金利は年2.15%(平成27年
10月9日現在)です。
詳しくは、コールセンター 
0570-008656まで

開運だるま缶・御神酒飴（おみきあめ）セット
願いを込め左目を入れ、成就した時に感謝の右目を入れる。日

本文化が体験で
きる「だるま缶」。
酒蔵の良質な酒
粕で作ったからこ
そ旨い「そふと御
神酒あめ」。甘酒
好きにはたまりま
せん。絵馬・目玉シ
ール（説明文）付888円（税込）

気軽に社会貢献を！レストランの味をお届け
福祉作業所で働く人たちの作るカレーだからこそ手間を惜しま

ず丁寧に作ってい
ます。野菜たっぷ
りヘルシーでスパ
イシーなキーマカレ
ー弁当を配達しま
す。カレーを食べ
心豊かにお腹も
一杯になって頂け
たら嬉しいです。（並）400円 （大盛）550円（税込）

おしゃれな「お正月飾り」と取組み30数年、“年神様”をお迎え
する為の目印に玄
関に飾る日本の良
き風習、伝えて行
きたいですね。写
真以外のデザイン
は、HPまたは松坂
屋静岡店の店頭
でご覧ください。

3,240～8,640円（税込）

〒420-0001 静岡市葵区井宮町110
TEL 054-271-3198　FAX 054-271-3198

中村クレーン

安心の技術と信用。
長年の経験と知識、2014
年起業。現場の声を聞き、
安全・信用第一に、安心の
技術でお仕事致します。家
電製品から建設資材荷揚
げ、機械据え付け、木造・鉄
骨の建て方などお気軽にご
相談下さい。

〒150‐0022 東京都渋谷区恵比寿南1-5-5 JR恵比寿ビル12Ｆ
TEL 03-5447-7025　FAX 03-5447-7708
http://s-psc.com/

シニア等のポジティブセカンドキャリア推進事業 事務局

中小企業の人材活用にお役立てください
本事業は、中小企業庁が進める人材マッチング事業で、都心

で働くシニアが移住・転
職した際に、最大１８５
万円を支援するもので
す。是非本制度を人材
獲得の手段としてご活
用下さい(詳細は同封の
チラシを参照願います)。



〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-708号室
TEL 054-355-2121　FAX 054-355-2122

土屋憲治 土地家屋調査士 事務所

不動産の表示に関する登記を行う専門家
不動産の物理的状況を正確
に登記記録に反映させるため
に必要な土地又は家屋に関
する調査及び測量を行い、不
動産の表示に関する登記の
申請手続について代理する
ことを行っています。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-611号室
TEL 090-2345-0823
http://aalt.co.jp/

aalt inc.

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-710号室
TEL 054-238-5522
http://redrayjapan.blog.jp

RED RAY JAPAN

光線銃アミューズメントに革新を
赤外線銃開発と制作をしながら赤外線でサバゲが出来ないか？！
を模索しています。何処でも（商業施設や商店街、学校、普通に

人の入るどこか
でも）遊べるのが
特徴です。
そんな特性を応
用出来るような
ゲームの構築
などやってます。

地域の移動・交流を支援するOpenTransit

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-712号室
TEL 054-355-1170　FAX 054-355-1171

牧田社会保険労務士事務所

依頼者の利益の最大化を目指します
近年の働き方の多様化、相次ぐ法改正（マイナンバー等）に
より人事労務管理は複雑化しています。社労士は、労働法の
専門家として、経営者が本業に専念し、労働者は安心して勤め
られるよう強力にサポートいたします。

わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

交流を支援するOpenTransit交流を支の移動・地域の移動・

起業家入居中！起業家入居中！起業家入居中！静岡市清水産業・静岡市清水産業・
情報プラザに情報プラザに
静岡市清水産業・
情報プラザに

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-707号室
TEL&FAX 054-351-2105
http://www.ipplanner.jp/index.php

インへリテッドプロパティープランナー㈱

様々な金融商品の運用の仕方を学んで活かす

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-709号室
TEL 090-2130-8414　FAX 054-261-0687
http://globaljam.jp

海外留学・通訳・翻訳 Global Jam

世界に羽ばたく人と企業を応援します!!
通訳・翻訳の他、子どもからシニアの留学・ホームステイや中学
・高校留学、バレエ等専門留学の支援を行っています。更に英
語でお茶や農産物等の紹介、アテンド等インバウンド支援にも
力を入れています。

高齢・年少・外国語・心身の障碍など、様 な々状況にあっても、円
滑に移動・対話
交流できるように、
アプリやキー操
作いらずで乗換
検索を支援する。
導入事例：島田
市、御前崎市、
裾野市、掛川市
の自主運行バス

東海財務局長（金仲）第１５０号の金融商品仲介業者として、
膨大な金融商品の中からお
客様のニーズに合わせた商
品のご紹介、「投資に興味
はあるけどちょっと不安」と
の方に投資を基礎から学

ぶセミナーを
行っています。



し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

　

世
界
シ
ェ
ア
№
１
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
採
用

さ
れ
て
い
る
、ハ
ン
ズ
フ
リ
ー（B

luetooth

）通
話

や
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
操
作
用
の
音
声
認

識
に
使
わ
る
Ｅ
Ｃ
Ｍ
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
を
主
に
販

売
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ス
マ
ホ・タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

に
搭
載
さ
れ
る
小
型
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、４
Ｋ
テ
レ

ビ
に
搭
載
さ
れ
る
大
型
ス
ピ
ー
カ
ー
筐
体
ま
で
、

幅
広
い
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
で
社
会
へ
よ
り

良
い
製
品
を
提
供
し
ま
す
。携
帯
電
話
に
搭
載

さ
れ
て
い
るSiri

機
能
な
ど
、手
を
使
っ
て
操
作
す

る
時
代
か
ら
、対
話
型
に
よ
る
音
声
認
識
で
操
作

す
る
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
の
需
要
は
、静
岡
市

も
直
面
し
て
い
る
高
齢
化
社
会
に
必
要
な
ニ
ー
ズ

と
な
っ
て
き
て
お
り
、使
用
さ
れ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
多
種
多
様
に
増
加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
所
属
す
る
静
岡
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
、12
月
19

日（
土
）に
静
岡
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て「
Ｙ
じ
ょ

ぶ
！
」を
開
催
し
ま
す
。こ
れ
は
主
に
静
岡
市
内

の
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
生
を
対
象
と
し
た
就

職
イ
ベ
ン
ト
で
す
。地
元
就
職
に
よ
っ
て
若
者
人

口
流
出
減
少
の
一
助
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。グ
ロ
ー
カ
ル
精
神
を
モ
ッ
ト
ー
に
、世
界
に
向

け
て
静
岡
か
ら
貢
献
し
て
ゆ
き
ま
す
。

BSE JAPAN㈱　営業部第二営業課長
静岡商工会議所青年部 平成27年度 理事 総務委員会副委員長

星座 ： かに座  血液型 ： O型  趣味 ： 読書、音楽鑑賞、サッカー
TEL ： 054-376-5339

赤池 剛直さん

　

保
険
の
代
理
店
と
し
て
静
岡
に
事
務
所
を
構

え
15
年
の
当
社
で
は
、現
在
20
社
以
上
の
損
保
・

生
保
の
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。県
内
地
元

中
小
企
業
の
経
営
者
や
従
業
員
、ま
た
そ
の
ご

家
族
を
お
守
り
す
る
保
険
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
ご

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
10
年
以
上
営
業
と
し
て
保
険
の
提
案
を

し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
に
限
ら
ず
お
困
り
ご
と
へ

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
も
努
め
て
い
ま
す
。長
く
お

付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、ざ

っ
く
ば
ら
ん
な
会
話
の
中
か
ら
今
悩
ん
で
い
る
事

を
お
聞
き
し
、解
決
へ
の
糸
口
を
一
緒
に
な
っ
て

見
つ
け
て
い
ま
す
。

　

私
に
は
保
育
園
に
通
う
子
供
が
い
ま
す
。平
日

に
は
あ
ま
り
時
間
の
取
れ
な
い
育
児
で
す
の
で
、

休
日
は
思
い
切
り
子
供
と
遊
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。近
所
の
山
や
川
に
出
か
け
て
は
自
然
を
楽
し

ん
だ
り
、当
店
の
近
く
に
あ
る
東
静
岡
駅
前
の
大

き
な
公
園
に
出
か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。休
日
に

子
供
か
ら
も
ら
っ
た
パ
ワ
ー
を
仕
事
に
活
か
し
、母

親
と
い
う
立
場
で
の
新
境
地
で
お
客
様
と
向
き

合
い
、更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

㈱ファイナンシャルネット　営業

星座 ： おとめ座　血液型 ： AB型　趣味 ： 子どもと遊ぶこと、散歩
TEL ： 054-270-8851

渡邉 留美さん

一
緒
に
な
って

お
困
り
ご
と
への
解
決
に

努
め
て
い
ま
す
。

地
元
就
職
に
よって
若
者

人
口
を
増
や
し
た
い



東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

※レポーターの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

静岡市駿河区生まれ。静岡市立高校卒業。茨城大学農学部卒業。
東急建設株式会社入社、技術研究所で土木施工技術の開発、大深度地下
の開発実証研究などを担当。中国の砂漠での大型太陽光発電プロジェクト
の調査研究に参加。2000年9月、登坂博行東京大学大学院教授と株式会
社地圏環境テクノロジーを起業。世界最先端の水循環シミュレーションシ
ステムを開発し、国や自治体、民間企業などに水資源、水環境、水災害問
題に関する政策立案の際の解析・基礎データなどを提供している。66歳。
一般社団法人 静岡県人会理事。
http://www.getc.co.jp/

経 歴

西岡　哲さん

株式会社 地圏環境テクノロジー  代表取締役社長

Tetsu Nishioka

　
「
50
歳
の
時
に
勤
め
て
い
た
東
急
建
設
を
退

職
し
、こ
の
ソ
フ
ト
を
開
発
し
た
東
京
大
学
大

学
院
の
登
坂
博
行
教
授（
現
在
同
社
の
会
長
）

に
声
を
か
け
ら
れ
、２
０
０
０
年
９
月
に
一
緒
に

起
業
し
ま
し
た
」。

　

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
で
主
に
工
法
、材
料
開
発
を

担
当
し
て
い
た
西
岡
さ
ん
に
と
っ
て
は
、あ
る
意

味
、異
分
野
。人
脈
づ
く
り
が
重
要
だ
と
判
断

し
、水
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
会
に
積
極

的
に
出
席
。極
力
前
の
席
に
座
り「
お
や
と
思

う
よ
う
な
質
問
」を
ど
ん
ど
ん
し
た
。休
憩
時

　

人
間
の
命
と
直
結
す
る
水
。し
か
し
、地
下
に

染
み
込
ん
だ
水
の
流
れ
や
影
響
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
は
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
。「
地
圏
環
境

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」は
、地
形
の
高
低
差
や
地
質
、気

象
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
基
に
開
発
し

た
独
自
の
水
循
環
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

「
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
」で
、日
本
列
島
の
地
下
水

の
流
れ
、洪
水
氾
濫
リ
ス
ク
な
ど
を
解
析・再
現

す
る
、世
界
的
に
も
希
少
な
存
在
の
会
社
だ
。

間
を
利
用
し
て
講
師
に
面
会
も
。そ
う
し
た
地

道
な
努
力
を
重
ね
た
結
果
、著
名
な
講
師
に
顔

を
覚
え
ら
れ
懇
意
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。こ

の
15
年
間
で
交
換
し
た
名
刺
は
数
万
枚
。「
お

か
げ
さ
ま
で
随
分
人
脈
が
広
が
り
ま
し
た
」。

　

静
岡
市
や
東
京・江
戸
川
区
な
ど
同
社
の
解

析
技
術
を
活
用
し
た
事
例
は
５
０
０
を
超
え

る
。近
年
の
水
問
題
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

や
気
象
変
動
に
よ
る
災
害
多
発
な
ど
に
加
え
、

水
循
環
基
本
法
の
制
定
も
追
い
風
に
。「
ニ
ー
ズ

が
非
常
に
増
え
て
き
て
い
る
」と
、ま
さ
に
嬉
し

い
悲
鳴
。

　

日
本
列
島
の
地
下
水
の
動
き
な
ど
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
配
信
や
、地
球
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
中

で
丸
ご
と
再
現
し
、途
上
国
の
災
害
防
止
に
向

け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
役
立
つ
情
報
の
提

供
な
ど
の
実
用
化
を
急
ぐ
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検

索
サ
ー
ビ
ス
会
社
と
の「
連
携
」も
模
索
す
る
。

　

先
の
９
月
市
議
会
で
田
辺
信
宏
静
岡
市
長

が「
市
立
大
学
」創
設
を
検
討
す
る
考
え
を
表

明
し
た
。西
岡
さ
ん
は「
ぜ
ひ
推
進
し
て
ほ
し
い
。

た
だ
何
を
ウ
リ
に
す
る
か
で
す
ね
。芸
術
と
か
、

環
境
と
か
に
特
化
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」と

話
す
。

　

人
口
減
は
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
の
共
通
の
悩

み
。「
減
っ
た
か
ら
こ
そ
、で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、そ

の
土
地
の
特
性
を
生
か
し
た
先
進
的
、先
駆
性

の
あ
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」。

（
文
・
写
真
：
長
田
義
明
）

独
自
の
水
循
環
解
析
技
術

講演会出席し
人脈を広げる

静
岡
市
大
創
設
、推
進
を



　
「
摩
天
楼
」は
清
水
銀
座
商
店
街
に
あ
り

ま
す
。柴
田
昌
武
さ
ん
は
老
舗「
み
ど
り
寿
司

本
店
」三
代
目
。高
校
を
卒
業
す
る
と
、ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
に
あ
る
大
学
に
進
学
し
た
後
、リ
ト

ル・ト
ー
キ
ョ
ー
の「
大
政
」で
修
業
。カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア・ロ
ー
ル
な
ど
ア
メ
リ
カ
の
寿
司
ブ
ー
ム

の
さ
き
が
け
と
、毎
晩
パ
ー
テ
ィ
の
楽
し
さ
を

体
験
し
て
、帰
国
し
ま
し
た
。

　

み
ど
り
寿
司
本
店
に
ア
メ
リ
カ
流
の
寿
司

は
時
期
尚
早
で
し
た
が
、バ
ブ
ル
の
最
中
、本

店
２
階
を
日
米
の
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た

６
部
屋
に
改
装
し
、４
人
の
料
理
人
と
共
に
、

日
本
料
理
と
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
融
合
し
た
、お

箸
で
食
べ
ら
れ
る「
新
日
本
料
理
」を
提
案
し
、

好
評
を
博
し
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、コ
ー
ス
の

最
後
は「
に
ぎ
り
寿
司
」。み
ど
り
寿
司
の
伝

統
は
、し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

当
時
は
、店
の
経
営
に
専
念
し
て
い
た
柴
田

さ
ん
は
、新
日
本
料
理
を
自
分
の
腕
で
作
れ

る
よ
う
に
な
ろ
う
と
ロ
ス
と
静
岡
の
い
ろ
い
ろ

な
店
で
腕
を
磨
き
、「
こ
れ
な
ら
い
け
る
ぞ
」

と
自
信
が
つ
い
た
２
０
０
８
年
に「
摩
天
楼
」

を
再
開
。現
在
は
、す
べ
て
の
料
理
を
柴
田
さ

ん
が
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

柴
田
さ
ん
は
、朝
８
時
か
ら
青
果
店
と
鮮

魚
店
を
回
り
、旬
の
食
材
を
仕
入
れ
、お
客
様

の
笑
顔
を
想
像
し
な
が
ら
、見
て
美
し
く
、食

べ
て
お
い
し
い
新
日
本
料
理
を
、ア
メ
リ
カ
流
の

ユ
ー
モ
ア
を
添
え
て
、作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

店
の
入
口
は
、小
さ
な
店
名
と
鉄
の
扉
だ
け
。

扉
を
押
し
て
階
段
を
上
が
る
と
、ジ
ャ
ズ
が
鳴

り
響
き
女
性
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
話
し
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。ど
ん
な
部
屋
で
、ど
ん
な

料
理
を
味
わ
え
る
の
か
、と
て
も
楽
し
み
で
す
。

地産地消

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】
【所在地】

おまかせコース（要予約）
昼：1500円、3000円、5000円。
夜：4000円、6000円、8000円。
税別。
昼：12時～15時。
夜：18時～22時。
日曜・祝日定休。
個室６部屋（４名～８名）。貸切45名。
静岡市清水区銀座8-16
TEL ０５４‐367-1500

ま本ンルルの体は店６日箸好最統

12月4000円コース。左から、季節の前菜七品。お味噌汁。摩天楼特選にぎり寿司。五色野菜のひろうず、れんこんのあんかけ。フルーツロールケーキとイチゴサンタ。ノル
ウェーサーモンの湯葉包み蒸し、イカの塩辛バターソース。海の幸のパイ包み焼き、アメリケーヌソース。　※コースにはコーヒー又は紅茶が付きます。

清水銀行

池田
カバン店 清水駅

→

JR東
海道線

清水銀座通り 駅前銀座
PP

柴田昌武氏店主



コツはコツコツ

● 詳しくは「店頭チラシ」または「ホームページ」
　ht tp : / /www . sh im i zubank . c o . j p /をご覧ください。

しみず積立定期預金
詳しい内容のお問い合わせは●ご利用いただける方／個人および法人のお客さま　●お預入期間／1年・2年・3年※満期後は同一期間の積立定期預金が自動継続されます。●お預入方法／毎月1回お申込時にご指定いただいた日に、当座預金・普通預金からの自動振替でお預入れいただきます。※店頭・ＡＴＭで追加預入ができま

す。（最終預入期限内であれば預入日・預入回数・預入金額はお客様の任意でお預入れできます。）●積立金額／100円以上（1円単位）※年2回まで毎月のお預入れのほかに指定金額を増額でお預入れいただけます。●適用金利／お預入金額ごとに、お預入時のスーパー定期預金の預入日から満期日
までの期間に応じた店頭表示利率を適用します。※お預入期間3年の初回預入分については、1年ものスーパー定期預金店頭表示利率を1年間適用し、1年経過後に利息額（税引後）を合算して2年ものスーパー定期預金店頭表示利率を適用します。●満期後のお取扱い／満期後はお預入金額の全額
とその利息額（税引後）を合算して、スーパー定期預金1年もの（通帳式・自動継続扱い・元加式）を自動作成します。※お申込時に本商品と同一店舗の定期預金通帳をご指定いただきます。総合口座通帳は定期預金の受入先として指定することはできません。※定期預金の利率は、自動作成日のスーパー
定期預金1年もの店頭表示利率とします。給与振込指定口座、公的年金受給口座から口座振替により自動積立いただいた方については、店頭表示利率に＋0.1％上乗せいたします。金利上乗せ期間は初回満期日までの当初預入期間のみとさせていただきます。●ご注意ください／利息には、個人
のお客さまには源泉分離課税（国税15.315％、地方税5％）、法人のお客さまには総合課税（非課税法人の場合は非課税）が適用されます。中途解約の場合は、当行所定の中途解約利率を適用します。本商品は総合口座の担保とすることはできません。本商品は預金保険法の対象となります。他の預金
（決済用預金を除く）と合算して元本1,000万円までとその利息が保護の対象となります。金利情勢等に伴い、今後予告なく商品内容の変更、継続または取扱いを中止する場合がございますので、あらかじめご了承ください。　※店頭に商品概要説明書をご用意しております。詳しくはそちらをご覧ください。

◆プロフィール◆ （2015年8月現在）
立教大学経済学部  教授　　スモールサン（中小企業サポートネットワーク）  主宰
政策工房J-Way  代表　　　外務省参与、関東経済産業局「新連携支援」  事業評価委員長
1951年名古屋市生まれ。立教大学大学院修了。東邦学園短期大学専任講師、名城大学商学部専任講師を経て、1993年より立教大学経済学部助教授、95-6
年経済学科長。2001年4月より現職。経済危機やバブル問題に関する研究のほか、NHK総合テレビ「クローズアップ現代」、同「サキどり」、テレビ東京「ジパング」
などでコメンテーターとしても活躍。BS11「中小企業ビジネスジャーナル」（毎月第1月曜日pm11～12）では、キャスターとして番組の企画制作にもかかわって
いる。また、ＮＨＫラジオ第１「マイあさラジオ」 ： 社会の見方・私の視点。 毎月一回、文化放送『福井謙二グッモニ』 ： 毎週木曜日朝７時からレギュラー生出演中。
経済や金融の情勢など、「時代」を踏まえた企業経営を推進するという観点から全国で講演活動も行っている。中小企業支援ネットワークである“スモールサン（中
小企業サポートネットワーク）”主宰者として、中小企業支援活動を全国展開しているほか、外務省参与として中小企業の海外進出、経済産業省関東経済産業局「新
連携支援」政策の事業評価委員長として、中小企業の連携活動支援にも関わっている。
【主な著書】『社長の経済学』（中経出版）　『山口義行の“ホント”の経済』（スモールサン出版)　『バブル・リレー 21世紀型世界恐慌をもたらしたもの』（岩波書店）

『聞かせる技術』（河出書房新社）　『現場に「解」あり！ 中小企業の“連携”が未来を開く』（中央公論新社）など

『 これからの日本経済と中小企業経営 』

新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会 但し、招待券が必要です。

入　場　無　料

■日　時　平成28年1月8日㈮　開場13：30　開演14：00（終演予定15：30）
■会　場　静岡市民文化会館 中ホール

■講　師　立教大学経済学部教授　山口 義行（やまぐちよしゆき）氏

■主　催　　　　　　　　　　　■共　催　東海地区しんきん経営者協議会

第115回

入場無料 （但し、招待券が必要です）
講演会へ参加ご希望の方は、下記要領にてお申し込みください。
※お申し込みいただいた方には、後日ご招待券を郵送いたします。

お申し込み期限‥‥平成27年12月11日㈮  ※期限前でも定員になり次第、募集を終了いたします。先着1,000名様無料ご招待！！
HPよりご応募の場合は

「しずしん」またはwww.shizushin.co.jpと検索し、
当金庫HP応募申込フォームよりお申し込みください。 しずしん 検 索

郵便はがきまたはFAXにてご応募の場合は
ご住所・お名前・お電話番号・ご希望枚数・お取引店（任意）をご記入の上、下記宛にお申し込みください。

〒420-0838　静岡市葵区相生町１番１号　TEL.054-247-1153
http://www.shizushin.co.jp※お申し込みの際にいただいた個人情報は、当講演会関係事務のために利用させていただき、それ以外の目的での利用は致しません。

〒420-0838 静岡市葵区相生町1-1 しずおか信用金庫業務統括部 新春経済講演会事務局 宛
054-209-1845

郵便はがきの場合

FAXの場合



認定支援機関認定支援機関
（会計士、税理士、中小企業診断士）（会計士、税理士、中小企業診断士）

認定支援機関
（会計士、税理士、中小企業診断士）

金融機関金融機関金融機関

経営改善支援センター経営改善支援センター
（静岡商工会議所）（静岡商工会議所）

経営改善支援センター
（静岡商工会議所） 中小企業・小規模事業者中小企業・小規模事業者中小企業・小規模事業者

利用申請から支払決定までの流れ利用申請から支払決定までの流れ

事業の流れ事業の流れ

静岡県経営改善支援センター〔静岡商工会議所内〕 静岡市葵区黒金町20-8　☎054-275-1880

静岡県中小企業再生支援協議会に『静岡県経営改善支援センター』が新設されました。
本事業は、一定の要件の下、認定支援機関が経営改善計画の策定を支援し、中小企業・小規模事業者が認定支援機関に
対し負担する経営改善計画策定支援に要する計画策定費用及びフォローアップ費用の総額について、経営改善支援
センターが、3分の2（上限200万円）を負担するものです。

●費用の
1/3を
負担

●計画策定支援
●金融支援協議
 サポート
●フォローアップ
●デューデリジェンス
（資産査定）

支援の申込み・策定支援

対象となる事業者

●中小企業・小規模事業者と本事業に係る認定支援機関は、連名で、経営改善支援センターに対し経営改善計画の策定を申込みます。
●認定支援機関は、中小企業・小規模事業者に対して経営改善計画の策定支援を実施します。

策定計画の提出・確認

●認定支援機関は、関係金融機関が合意した経営改善計画・金融支援等を経営改善支援センターに提出します。
●経営改善支援センターは、認定支援機関から提出された計画を確認し、費用の2/3を支出します。

フォローアップ

●認定支援機関は、中小企業・小規模事業者の計画達成状況について定期的なモニタリングを行い、その結果を経営改善支援センターに
報告します。（フォローアップ費用も支援対象）

金融支援等の協議

●認定支援機関のサポートを受けて、中小企業・小規模事業者は、策定した経営改善計画に基づく金融支援について、金融機関と協議します。

静岡県経営改善支援センター

静岡県中小企業再生支援協議会に『静岡県経営改善支援センター』が新設されました。
本事業は 一定の要件の下 認定支援機関が経営改善計画の策定を支援し 中小企業・小規模事業者が認定支援機関に

静岡県経営改善支援センター

経営計画策定費用及び経営計画策定費用及び
フォローアップ費用総額フォローアップ費用総額の　 負担負担23

経営計画策定費用及び
フォローアップ費用総額の　 負担23

お問い合わせ先

認定支援
機関と連名
で申込み

支援決定

金融支援等
に関する協議

事業内容や財務状況など、
経営上の課題を抱え、金融
支援等を必要としている
中小企業・小規模事業者

費
用
の　

を
支
援
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